
構
造
不
況
地
域
に
お
け
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題

京
都
府
舞
鶴
市
を
事
例
と
し
て

湯
　
　
浅

良
　
　
雄

課
題
と
限
定

　
本
稿
の
分
析
対
象
地
域
１
１
舞
鶴
市
は
人
口
約
一
〇
万
の
京
都
府
下
第

三
の
都
市
で
あ
る
。
同
市
は
舞
鶴
港
と
そ
れ
に
依
拠
す
る
臨
海
性
工
業

を
擁
し
、
全
体
と
し
て
工
場
地
域
が
少
な
い
北
近
畿
の
た
か
に
あ
っ
て

は
、
有
数
の
工
業
都
市
と
い
う
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

舞
鶴
市
に
．
お
い
て
は
、
歴
史
的
に
彩
成
さ
れ
て
き
た
地
域
経
済
の
構
造

ゆ
え
に
、
構
造
不
況
の
影
響
を
も
ろ
に
受
げ
、
市
の
「
基
幹
産
業
」
が

あ
い
つ
い
で
コ
雇
用
調
整
」
を
実
施
す
る
な
か
で
、
大
量
の
離
職
老
が

一
挙
に
発
生
し
た
。
こ
の
結
果
、
舞
鶴
市
は
典
型
的
た
失
業
多
発
地
域

と
し
て
、
「
特
定
不
況
地
域
」
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
舞
鶴
市
に
発
生
し
た
離
職
者
を
い
わ
ぱ
事
例

　
　
　
　
構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

と
し
て
と
り
あ
げ
、
特
定
不
況
地
域
に
お
か
る
離
職
老
の
動
向
と
政
府

の
雇
用
政
策
と
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
不
況
地
域
の
離
職
者
の

動
向
そ
れ
自
体
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
、
不
安
定
就
業
者
と
し
て
再
吸

収
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
い
く
っ
か
の
実
態
調
査
に
ょ
っ
て
解
明
さ
れ

て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
総
合
研
究
開
発
機
構
に
よ
る
「
転
職
の
実

態
調
査
」
は
、
舞
鶴
市
と
同
じ
よ
う
た
性
格
を
持
つ
「
企
業
城
下
町
型

都
市
」
に
お
げ
る
離
職
者
の
再
就
職
動
向
と
し
て
、
次
の
六
点
を
そ
の

特
徴
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

　
ｍ
地
元
で
の
就
職
者
が
殆
ん
ど
で
あ
り
、
移
転
就
職
者
は
少
数
で
あ
る
。

　
○
産
業
別
に
み
る
と
製
造
業
が
中
心
と
な
り
、
建
設
業
が
こ
れ
に
次
い
で
お

　
り
、
鉤
・
小
売
業
、
サ
ー
ピ
ス
業
等
の
第
三
次
産
業
と
い
う
順
で
あ
る
。

　
閉
企
業
規
模
別
で
は
二
九
人
以
下
の
小
企
業
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
（
一
一
七
七
）
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前
職
を
活
か
し
て
再
就
職
し
た
者
の
割
合
が
そ
れ
以
外
の
者
を
上
回
っ
て

い
る
。
高
齢
者
は
雑
役
等
の
単
純
労
働
に
。
就
く
傾
向
が
あ
る
。

再
就
職
賃
金
は
職
種
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
が
、
一
〇
～
一
六
万
円
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

（
月
収
）
が
主
流
で
あ
る
。

　
本
稿
が
対
象
と
す
る
離
職
者
に
関
し
て
も
、
失
業
者
と
し
て
長
期
に

わ
た
っ
て
雇
用
保
険
を
受
給
し
た
後
、
ほ
膳
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ
よ

う
な
特
徴
を
持
っ
て
再
吸
収
さ
れ
た
わ
げ
で
あ
る
が
、
本
稿
の
基
本
課

題
は
か
か
る
離
職
者
の
動
向
を
特
定
不
況
地
域
に
対
す
る
政
府
の
雇
用

政
策
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
い
わ
ぱ
内
在
的
に
把
握
し
、
こ
の
作

業
を
通
じ
て
、
政
府
の
雇
用
政
策
の
現
実
的
役
割
と
、
雇
用
問
題
の
所

在
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
そ
の
際
、
注
目
し
た
い
点
は
、
政
府
の
雇
用
政
策
の
不
十
分
性
や
そ

の
原
理
的
な
破
綻
そ
れ
自
体
に
で
は
た
く
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

が
大
企
業
離
職
者
を
、
中
小
企
業
離
職
者
か
ら
分
断
す
る
と
い
う
役
割

を
果
し
た
こ
と
に
あ
る
。
特
定
地
域
で
の
失
業
者
の
集
中
的
発
生
は
連

鎖
的
に
拡
大
す
る
地
域
杜
会
の
危
機
を
通
じ
て
、
反
失
業
闘
争
を
地
域

観
模
で
展
開
し
う
る
基
盤
を
拡
大
し
、
そ
れ
は
地
域
レ
ベ
ル
で
国
家
独

占
資
本
主
義
の
危
機
を
顕
在
化
さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
結
論
を
あ
ら
か
じ
め
述
べ
る
な
ら
ぱ
、
政
府
の
雇
用
政
策
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
（
一
一
七
八
）

企
業
労
組
に
お
け
る
右
翼
的
潮
流
の
支
配
と
あ
い
ま
っ
て
、
離
職
者
相

互
、
離
職
老
と
地
域
住
民
と
を
分
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
に
お

け
る
反
失
業
闘
争
の
顕
在
化
を
未
然
に
防
止
し
つ
つ
、
大
企
業
離
職
者

を
含
め
た
離
職
者
総
体
を
、
不
安
定
就
業
者
と
し
て
再
吸
収
す
る
う
え

で
決
定
的
に
重
要
た
役
割
を
果
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
設
定
か
ら
す
る
な
ら
ぱ
、
中
小
企
業
（
特
に
、
下

請
関
連
企
業
）
の
離
職
老
の
動
向
を
分
析
す
る
こ
と
が
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
課
題
と
な
る
が
、
本
稿
に
あ
っ
て
は
、
資
料
的
制
約
の
た
め
に
、
舞

鶴
市
に
お
け
る
二
大
企
業
の
一
つ
、
日
立
造
船
舞
鶴
工
場
の
本
工
離
職

者
に
そ
の
分
析
対
象
を
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
か
か
る
意
味
に

お
い
て
、
本
稿
は
重
大
た
限
界
を
有
し
て
い
る
。

　
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
の
離
職
者
の
動
向
を
根
底
に
お
い
て
観
定
し
た

要
因
の
一
つ
は
、
舞
鶴
市
に
お
い
て
歴
史
的
に
歪
め
ら
れ
て
形
成
さ
れ

て
き
た
地
域
経
済
の
構
造
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
に
そ
の
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

経
済
の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

　
（
１
）
総
合
研
究
開
発
機
構
『
転
職
の
実
態
と
そ
の
ツ
ス
テ
ム
の
整
備
』
目

　
　
　
本
経
済
調
査
協
議
会
、
一
九
八
○
年
五
月
、
八
ニ
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
不

　
　
　
況
地
域
の
離
職
者
の
実
態
調
査
は
慶
応
大
学
大
学
院
黒
川
研
究
室
に
よ

　
　
　
っ
て
精
力
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
慶
応
大
学
大
学
院
黒
川

　
　
　
研
究
室
「
筑
豊
・
田
川
に
お
げ
る
失
対
労
働
者
の
現
状
と
役
割
」
上
下



（
２
）

『
労
働
運
動
』
第
一
五
五
、
一
五
六
号
、
一
九
七
八
年
十
一
月
、
十
二

月
、
同
「
造
船
不
況
に
よ
る
雇
用
、
生
活
不
安
増
大
の
実
態
　
　
石
巻

市
造
船
離
職
者
実
態
調
査
報
告
」
上
下
『
賃
金
と
杜
会
保
障
』
第
七
六

六
、
七
六
七
号
、
一
九
七
九
年
三
月
、
四
月
、
同
「
造
船
不
況
と
階
層

的
労
働
市
場
の
再
編
成
－
因
島
造
船
産
業
離
職
老
実
態
調
査
報
告
」

『
賃
金
と
杜
会
保
障
』
第
七
九
七
号
、
　
一
九
八
○
年
七
月
、
と
し
て
公

表
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
八
○
年
度
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
実
態
調
査
助
成

の
交
付
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
「
舞
鶴
市
実
態
調
査
」
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
成
果
は
す
で
に
『
舞
鶴
市
経
済
調
査
報
告
』

（
『
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
四
号
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
）
と
し

て
公
表
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
な
お
、
本
調
査
に
－
あ
た
っ
て
、
筆
老
は
本
学
の
三
好
正
巳
教
授
の
指

導
の
下
で
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
教
授
か
ら
は
調
査
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
た
の
み
た
ら
ず
、
論
文
の
執
筆
の
際
に
１
も
、
多
く
の
貴

重
な
助
言
や
示
竣
を
受
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表

明
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
本
稿
の
す
べ
て
の
責
任
が
筆
者

に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
二
　
舞
鶴
市
の
地
域
経
済
の
構
造
と

　
　
　
　
　
日
立
造
船
舞
鶴
工
場
の
位
置

－
舞
鶴
市
の
地
域
経
済
の
構
造
　
　
特
定
企
業
へ
特
化
し
た

地
域
経
済
の
構
造

　
　
　
構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
老
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

舞
鶴
市
は
本
州
の
中
央
部
に
あ
る
目
本
海
が
最
も
深
く
湾
入
し
た
若

狭
湾
ぞ
い
、
京
阪
神
か
ら
約
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
京
都
府
の

北
都
に
位
置
し
て
い
る
。
総
面
積
は
三
四
〇
九
五
キ
ロ
平
方
米
で
か
な

り
広
大
た
面
積
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
山
林
が
約
八
○
％
を
も

占
め
、
ま
た
、
海
岸
部
も
典
型
的
な
リ
ア
ス
式
海
岸
で
、
良
港
に
は
め

ぐ
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
総
面
積
に
比
し
て
臨
海
都
の
平
地
は
き
わ
め

て
少
た
い
と
い
う
、
地
理
的
条
件
に
お
か
れ
て
い
る
。
当
市
は
城
下
町

と
し
て
発
展
し
た
西
地
区
と
、
漁
村
か
ら
軍
港
へ
の
転
換
を
契
機
に
発

展
し
た
東
地
区
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
戦
前
は
全
体
と
し
て
海
軍
と
そ

の
軍
事
工
場
に
支
え
ら
れ
た
軍
港
一
色
の
街
で
あ
っ
た
。
戦
後
に
お
い

て
は
、
旧
軍
港
都
市
転
換
法
に
も
と
づ
い
て
平
和
産
業
都
市
と
し
て
の

転
換
が
目
ざ
さ
れ
る
が
、
五
二
年
に
海
上
警
備
隊
舞
鶴
地
方
総
監
が
設

置
さ
れ
た
の
を
皮
き
り
に
、
自
衛
隊
基
地
が
配
置
さ
れ
、
戦
前
ほ
ど
で

は
な
い
に
し
て
も
基
地
経
済
の
性
格
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
七
八
年
一
一
月
に
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
不
況
地
域
二
法
（
「
特
定
不
況

地
域
中
ハ
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
」
、
「
特
定
不
況
地
域
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
）

に
ー
も
と
づ
き
、
七
九
年
一
月
現
在
、
通
産
省
と
労
働
省
と
に
よ
っ
て
こ

の
舞
鶴
市
を
も
含
め
て
全
国
で
三
〇
地
域
が
特
定
不
況
地
域
の
指
定
を

　
　
　
　
（
１
）

受
け
て
い
る
。
そ
の
行
政
上
の
基
準
は
、
第
一
に
、
政
令
で
定
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
（
一
一
七
九
）
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一
九
二
（
一
一
八
○
）

在現月－年
７
９

１
９）示告省働労（覧域地況不定特

１
〕

俵

種業況不定特な主）考傭（
所定

鰯
共公）令政（省村町市

道
県

都
府

鋼
工
工
工
工
工

　
ｎ
Ｈ
　
ｎ
Ｈ
　
ｎ
Ｈ
　
ｎ
Ｈ
　
－
Ｈ
【

　
カ
〃
カ
・
刀
・
刀
■
刀

　
産
産
産
産
産

鉄
水
水
水
水
水

船
船
業
業
業
業
業

　
漁
漁
漁
漁
漁

　
洋
洋
洋
洋
洋

造
造
北
北
北
北
北

館
蘭
路
走
内
室
樽

函
室
釧
網
稚
根
小

市
市
市
市
市
市
町

館
蘭
路
走
内
室
平

函
室
釧
網
稚
根
古

道海
北
．

錬製属金鉄非
●

工加産水
●

業漁洋北戸八市戸八森青

山鉱属金鉄非館大市館大秋

山鉱属金鉄非舎庁分岡神所定安山高町岡神阜岐

山鉱属金鉄非野熊町和紀三

船造鶴市鶴舞都京

船造生相市生相庫兵

船造野玉市野玉山岡

鋼
維

　
繊

　
成

鉄
合

船
船
船
船

造
造
造
造

東
呉
原
遣
道
一

び及呉

三
尾
尾

　
町

　
島

市
市
順
町

　
市
田

　
原
島

　
因
戸

呉
三
市
瀬

　
道

　
尾島広

錬製属金鉄非
■

板合
●

船造関下市関下
引

山

　
錬

　
製

船
属

　
金

　
鉄

造
非

治
浜

居

今
新

市
市

　
浜

治
　
居

今
新媛愛

鋼鉄
●

船造知高市知高知高

錬製属金鉄非牟大市田牟大岡福

板合
●

船造里万伊市里万伊賀佐

船
船
船

造
造
造

崎
保
戸

世
瀬

長
佐
大

町焼
町
町

香
保　

島

市
世

崎
佐
大

長

崎長

船造尾荒町洲長本熊

板合
●

船造伯佐市伯佐分大

維繊成合岡延市岡延崎宮

所定安
３
０町市

３
３計注



た
特
定
不
況
業
種
に
属
す
る
「
中
核
産
業
」
が
対
象
地
域
全
体
の
工
業

出
荷
額
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
－
、
有
効
求
職

倍
数
が
全
国
平
均
の
一
・
五
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
行
政
上
の
特
定
不
況
地
域
と
は
、
そ
の
経
済
構
造
が
特

定
不
況
業
種
に
属
す
る
企
業
へ
特
化
し
た
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〔
表
１
〕
に
よ
れ
ぽ
、
特
定
不
況
地
域
の
大
半
は
造
船
業
を
「
中
核
企

業
」
と
す
る
地
域
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
行
政
上
の
基
準
か
ら
す
る
な

ら
ぱ
、
舞
鶴
市
は
典
型
的
な
特
定
不
況
地
域
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
舞
鶴
市
の
産
業
中
分
類
別
就
業
老
数

　
　
　
（
２
）

を
み
る
と
、
そ
れ
は
、
第
一
位
、
輸
送
用
機
械
（
二
八
．
一
％
）
、
第
二

位
、
窯
業
・
土
石
（
一
四
・
五
％
）
、
第
三
位
、
繊
維
（
一
四
．
○
％
）
、

第
四
位
、
木
材
・
木
製
品
（
一
一
・
九
％
）
、
第
五
位
、
繊
維
（
一
四
．
○

％
）
、
第
六
位
、
食
料
品
（
六
．
八
％
）
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
な
か
で
、
第
一
位
の
輸
送
用
機
械
の
約
八
三
％
を
目
立
造
船
舞
鶴
工

場
が
、
第
二
位
の
窯
業
・
土
石
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
目
本
板
硝
子
舞

鶴
工
場
が
、
第
三
位
の
繊
維
の
約
三
七
劣
を
大
和
紡
績
舞
鶴
工
場
が
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
位
の
衣
服
の
中
心
は
地
場
産
業
た
る
縫
製
で

あ
り
、
第
二
位
の
繊
維
の
た
か
に
も
地
場
産
業
の
メ
リ
ヤ
ス
や
ニ
ッ
ト

が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
第
六
位
の
食
料
品
の
ほ
と
ん
ど
は
水
産
加

　
　
　
　
構
造
不
況
地
域
に
お
け
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

工
品
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
舞
鶴
市
の
主
要
産
業
は
以
下
の
三
っ
に
区
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
第
一
は
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
そ
れ
は
造
船
（
輸
送
用
機
械
）
と

板
ガ
ラ
ス
（
窯
業
）
か
ら
成
っ
て
い
る
。
各
々
に
お
い
て
大
挽
模
な
事

業
所
一
杜
が
生
産
の
ほ
と
ん
ど
を
支
配
し
て
い
る
。

　
第
二
は
、
木
材
と
水
産
加
工
品
で
あ
る
。
両
老
は
第
一
の
産
業
と
と

も
に
、
生
産
を
港
湾
に
依
拠
す
る
臨
海
性
産
業
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
メ
リ
ヤ
ス
、
ニ
ヅ
ト
、
縫
製
か
ら
な
る
地
場
産
業
で
あ
る
。

　
舞
鶴
市
の
基
幹
産
業
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
大
観
模
た
事
業
所

が
生
産
と
雇
用
の
大
部
分
を
支
配
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
市
の
企

業
規
模
構
造
を
見
る
な
ら
ば
、
従
業
員
三
〇
〇
名
以
上
の
事
業
所
は
こ

れ
ら
に
大
和
紡
績
舞
鶴
工
場
や
目
之
出
化
学
舞
鶴
工
場
等
を
加
え
た
六

事
業
所
に
す
ぎ
ず
、
さ
ら
に
、
従
業
員
一
〇
〇
〇
名
以
上
の
事
業
所
と

な
る
と
、
二
大
企
業
１
１
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
と
日
本
板
ガ
ラ
ス
舞
鶴
工

場
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
残
り
の
圧
倒
的
多
数
は
従
業
員
一
〇

〇
名
以
下
の
極
め
て
零
細
な
事
業
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
大
企

業
は
各
々
の
業
種
の
み
な
ら
ず
、
市
の
産
業
全
体
に
お
い
て
も
「
中

核
」
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
、
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
（
一
一
八
一
）
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こ
の
二
大
企
業
の
み
で
製
造
業
全
体
の
従
業
員
の
三
四
、
八
％
を
雇
用

し
、
そ
の
出
荷
額
の
五
六
、
一
劣
を
生
産
し
て
い
る
。

　
今
目
、
舞
鶴
市
に
お
い
て
、
「
中
核
企
業
」
と
も
い
う
べ
き
位
置
を
占
め

て
い
る
二
大
企
業
が
当
市
に
進
出
し
て
き
た
の
は
、
敗
戦
後
ま
も
な
い

時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
が
旧

軍
用
資
産
の
転
用
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
六
年
に
は
旧
海
軍
工
廠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
（
一
一
八
二
）

設
備
を
借
用
し
て
、
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制

前
身
、
飯
野
産
業
舞
鶴
造
船
所
が
開
設
さ
れ
、
　
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

五
二
年
に
は
国
有
地
の
抵
下
げ
を
受
げ
て
目

本
板
硝
子
舞
鶴
工
場
が
操
業
を
開
始
し
た
。

　
舞
鶴
市
当
局
は
、
こ
れ
以
降
も
、
旧
軍
用

地
へ
の
民
間
産
業
の
誘
致
に
努
力
す
る
が
、

　
　
　
　
大
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
地
域
開
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発
が
展
開
さ
れ
た
〕
一
同
度
成
長

期
」
に
お
い
て
、
市
に
進
出
し

て
き
た
の
は
数
杜
の
合
板
メ
ー

カ
ー
の
み
で
、
舞
鶴
市
の
経
済

は
〕
局
度
成
長
」
か
ら
大
き
く

と
り
残
さ
れ
た
ま
ま
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
戦
後

の
舞
鶴
市
に
お
い
て
は
、
戦
前

の
旧
海
軍
の
果
し
た
役
割
の
一

部
が
自
衛
隊
に
よ
っ
て
担
わ
れ

つ
つ
、
特
定
の
企
業
へ
特
化
し

た
地
域
経
済
の
構
造
が
長
期
に
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構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
老
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

わ
た
っ
て
固
定
化
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
経
済
の
構
造
的
特
質
が
市
の
雇
用
問

題
を
根
底
に
お
い
て
規
定
す
る
。
そ
れ
は
さ
し
あ
た
り
、

〔
図
１
〕
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
特
定
企
業
に
特
化
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
　
「
中

核
企
業
」
の
「
経
済
不
振
」
は
大
量
離
職
老
の
発
生
を
軸

に
。
連
鎖
的
に
地
域
経
済
の
危
機
を
拡
大
し
、
地
域
経
済
の

　
）

　
年

　
７
５
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１
９

子
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硝
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書
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子
域
。
『

硝
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図響影す凄及に会杜域地が」業企核中「るす属に種業況不造構
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の
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停
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滞
出
数
の

停
場
員
高
　
　
崩

の
工
業
残

数
，
従
金
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の

帝
口
　
，
貯
　
　
会

世
人
数
便

　
働
店
郵
　
社

口
労
売
，
他
　
済

人
，
小
金

総
数
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預
の
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域
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域

地
工
卸
銀
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地
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解
体
化
を
お
し
進
め
ざ
る
を
え
な
い
。
造
船
業
が
「
中
核
企

業
」
の
場
合
、
そ
れ
が
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る
と
と
も
に
、

数
多
く
の
下
請
企
業
を
擁
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
－
、
地
域
経
済
に
ー

き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

目
立
造
船
舞
鶴
工
場
と
地
域
経
済
の
具
体
的
な
関
係
が
さ
ら
に

分
析
さ
れ
な
け
れ
ぱ
、
な
お
舞
鶴
市
の
地
域
経
済
の
分
析
と
し

て
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

　
　
２
　
日
立
造
船
舞
鶴
工
場
と
地
元
経
済

　
日
立
造
船
は
造
船
（
新
造
船
、
修
理
船
）
、
海
洋
構
造
物
、
機

械
・
舶
用
機
械
、
プ
ラ
ソ
ト
、
鉄
構
・
環
境
装
置
、
鋳
鍛
造
品

を
主
製
品
と
す
る
業
界
大
手
七
杜
の
一
つ
で
あ
る
。
主
要
工
場

は
舞
鶴
工
場
（
新
造
船
、
改
修
船
、
陸
機
）
に
、
有
明
工
場
（
新
造

船
）
、
堺
工
場
（
新
造
船
）
、
桜
島
工
場
（
陸
機
）
、
築
港
工
場
（
改

修
船
、
陸
機
）
、
因
島
工
場
（
新
造
船
、
改
修
船
、
陸
機
）
、
向
島
工

場
（
新
造
船
、
改
修
船
、
陸
機
）
、
神
奈
川
工
場
（
新
造
船
、
改
修
船
、

陸
機
）
を
加
え
た
八
工
場
で
あ
り
、
本
杜
は
大
阪
市
に
位
置
し

て
い
る
。

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
。
、
舞
鶴
工
場
の
前
身
は
、
四
六
年

に
飯
野
産
業
株
式
会
杜
が
旧
海
軍
工
廠
の
施
設
を
借
用
し
て
開

）年
７
５（数員業従と目品産生房所業事の船造立日

５
〕

俵
数
名
２
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台
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，
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所
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営
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幌
計
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札
設
オ
　
７
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，
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社
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所
　
劃

支
・
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告
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社
縄
，
所
閉

支
沖
所
務

鯨
瓢
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張
ン
コ

）
　
　
　
　
料

注
　
　
　
　
資
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〔

構
造
不
況
地
域
に
お
け
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

一
九
七
（
一
一
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

設
し
た
舞
鶴
造
船
所
で
あ
る
。
こ
の
舞
鶴
造
船
所
は
造
船
不
況
と
ク
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ー
ム
問
題
を
契
機
と
し
て
、
六
五
年
に
は
舞
鶴
重
工
業
に
名
称
を
変
更

し
て
目
立
造
船
の
系
列
化
に
入
り
、
さ
ら
に
、
七
一
年
に
は
目
立
造
船

と
正
式
に
合
併
し
、
そ
の
舞
鶴
工
場
と
し
て
今
目
に
至
っ
て
い
る
。
こ

の
目
立
造
船
に
■
よ
る
舞
鶴
重
工
業
の
吸
収
・
合
併
は
、
資
本
の
自
由
化

以
降
急
速
に
進
行
し
た
造
船
大
手
に
よ
る
一
連
の
吸
収
・
合
併
運
動
の

一
翼
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
目
立
造
船
の
『
杜
史
』
は
舞
鶴
重

工
業
と
の
合
併
の
メ
リ
ヅ
ト
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
目
本
海
側
随
一
の
舞
鶴
重
工
業
と
の
合
併
を
行
な
い
、
プ
ラ
ソ
ト

お
よ
び
防
衛
関
連
と
中
型
船
分
野
で
一
層
の
飛
躍
を
は
か
ろ
う
と
し
て

　
（
６
）

い
る
」
。

　
日
立
造
船
は
当
時
、
自
衛
隊
と
の
結
び
つ
き
が
弱
く
、
軍
事
関
連
は

造
船
大
手
の
な
か
で
立
ち
お
く
れ
た
分
野
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
『
杜
史
』
の
指
摘
は
目
立
造
船
に
お
げ
る
舞
鶴
工
場
の
位
置
づ
げ

を
知
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
も
と
も
と
目
本
海
側
に
は
大
観
模
た
造

船
所
は
ほ
か
に
な
く
、
舞
鶴
工
場
は
企
業
立
地
上
特
異
な
位
置
を
占
め

て
い
る
が
、
こ
の
点
も
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
が
示
唆
一
す
る
よ
う
に
、
旧

海
軍
や
自
衛
隊
と
の
結
び
つ
き
た
し
に
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
（
一
一
八
六
）

　
さ
て
、
か
か
る
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
と
地

元
経
済
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
が
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

で
の
課
題
で
あ
る
。

　
造
船
業
は
総
合
組
立
産
業
と
呼
ば
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
の
製
造
原
価
の
六
〇
～
七
〇

劣
は
購
入
材
料
（
鋼
材
）
と
部
品
代
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
関
連
部
品
は
主
機
関

と
補
機
類
か
ら
な
り
、
そ
れ
ら
は
専
門
メ
ー

カ
ー
や
下
請
企
業
に
発
注
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
通
常
、
造
船
の
ま
わ
り
に
は
多

く
の
専
門
メ
ー
カ
ー
や
下
請
企
業
が
配
置
さ

れ
、
こ
れ
を
基
礎
に
企
業
城
下
町
的
性
格
の

強
い
地
域
経
済
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
で

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
特
定
不
況
地
域
の
大

半
は
こ
の
よ
う
な
造
船
企
業
を
中
核
と
す
る

地
域
で
あ
っ
た
。

　
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
の
場
外
下
請
企
業
は

四
四
杜
と
い
わ
れ
、
こ
の
う
ち
舞
鶴
市
内
に

あ
る
の
は
二
三
杜
（
席
内
五
杜
、
府
外
ニ
ハ
杜
）
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ソ
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ソ
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構
造
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職
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向
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（
湯
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○
　
　
○
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一
九
九
（
一
一
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
場
内
下
請
企
業
が
二
一
杜
（
市
内
二
一
杜
）
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
日
立
造
船
の
下
請
企
業
を
中
軸
と
す
る
地
元
機
械
金
属

業
界
に
と
っ
て
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
目
立
造
船
の
発
注
が
大
き

な
比
重
を
占
め
ざ
る
を
え
な
い
。
京
都
府
立
中
小
企
業
総
合
指
導
所
の

調
査
に
よ
れ
ぱ
、
ピ
ー
ク
時
に
お
げ
る
地
元
金
属
業
界
の
受
げ
る
発
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

の
約
七
〇
劣
は
日
立
造
船
舞
鶴
工
場
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
こ
で
確
認
す
べ
き
よ
り
重
要
な
点
は
、
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
の
発
注

す
る
全
部
品
の
な
か
で
、
舞
鶴
地
域
自
体
の
占
め
る
比
重
が
き
わ
め
て

少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
　
〔
図
２
〕
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
立
造

船
舞
鶴
工
場
に
よ
る
地
元
へ
の
発
注
は
単
純
加
工
品
に
限
定
さ
れ
、
専

門
部
品
の
圧
倒
的
多
数
は
阪
神
地
区
か
ら
購
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
の
ま
わ
り
に
は
、
き
わ
め
て
層
の
薄
い
下
請

企
業
や
関
連
企
業
し
か
育
成
さ
れ
て
い
た
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
ま
し

て
、
舞
鶴
工
場
と
地
場
産
業
や
一
次
産
業
と
の
関
連
は
皆
無
と
い
っ
て

も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　
か
か
る
地
元
経
済
と
の
関
係
は
、
同
じ
く
大
阪
に
本
杜
を
持
つ
日
本

板
硝
子
舞
鶴
工
場
の
場
合
一
層
顕
著
で
あ
る
。
硝
子
は
装
置
産
業
で
あ

る
た
め
下
請
企
業
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
舞
鶴
工
場
は
主
要
原
材
料
を
外

部
か
ら
運
び
、
地
元
経
済
と
は
ほ
と
ん
ど
関
連
な
し
に
、
舞
鶴
工
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
（
一
一
八
八
）

お
い
て
生
産
し
た
製
品
を
本
杜
を
通
じ
て
販
売
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
地
域
経
済
に
占
め
る
労
働
者
と
生
産
の
比
重
は
き
わ
め
て
高
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
二
大
企
業
は
外
観
以
上
に
地
域
経
済
と
の
結
合
が
弱

く
、
そ
の
生
産
と
販
売
は
外
部
経
済
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
「
中
核
企
業
」
の
外
部
経
済
へ

の
依
存
こ
そ
が
地
元
経
済
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
関
係
が
重
要
で
あ

（
８
）

る
。こ

う
し
た
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
舞
鶴
市
の
よ
う
な
地
方
都
市
の
場
合
、

二
大
「
中
核
企
業
」
を
軸
に
独
自
な
地
方
経
済
圏
が
彩
成
さ
れ
て
い
る

わ
げ
で
は
な
く
、
大
阪
を
中
心
と
す
る
近
畿
圏
に
従
属
す
る
限
界
的
た

遠
隔
工
業
都
市
が
彩
成
さ
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
近
畿
圏
と
い
う
視
角
か
ら
す
る
な
ら
ぱ
、
舞
鶴
市
は
限
界
的

た
遠
隔
工
業
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
供
給
地
域
で
あ
っ
て
、

高
度
成
長
期
を
通
じ
て
人
口
の
流
出
傾
向
が
一
貫
し
て
続
い
て
き
た
。

　
以
上
、
本
章
の
考
察
を
要
約
す
る
な
ら
ぱ
、
特
定
不
況
地
域
・
舞
鶴

市
の
地
域
経
済
の
基
本
的
性
格
は
、
第
一
に
、
特
定
企
業
の
市
に
占
め

る
比
重
が
き
わ
め
て
大
き
く
、
そ
れ
に
特
化
し
た
地
域
経
済
が
歴
史
的

に
長
期
に
わ
た
っ
て
固
定
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
し
か
も
、
弗
二
に
、

こ
の
特
定
企
業
が
一
次
産
業
や
地
場
産
業
と
結
合
し
つ
つ
独
自
の
経
済
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況
地
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離
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の
動
向
と
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用
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二
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一
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一
一
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

圏
を
捗
成
し
て
い
る
の
で
は
た
く
、
大
阪
を
中
心
と
す
る
近
畿
圏
に
従

属
し
た
地
域
経
済
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

地
元
経
済
の
動
向
と
全
く
関
係
の
な
い
、
　
「
中
核
企
業
」
に
よ
る
本
杜

部
門
を
通
じ
た
全
杜
的
見
地
か
ら
す
る
、
企
業
戦
略
の
転
換
や
合
理
化

に
よ
っ
て
、
　
「
中
核
企
業
」
の
占
め
る
比
重
ゆ
え
に
１
、
地
元
経
済
が
大

き
く
左
右
さ
れ
ざ
る
を
え
た
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
「
中
核
企
業
」

に
大
量
の
離
職
者
が
発
生
す
れ
ぱ
、
　
「
中
核
企
業
」
以
外
に
雇
用
機
会

が
き
わ
め
て
乏
し
い
結
果
、
離
職
者
は
長
期
に
わ
た
っ
て
失
業
せ
ざ
る

を
え
た
い
こ
と
に
た
る
。

　
こ
の
よ
う
た
意
味
に
お
い
て
、
構
造
不
況
下
に
お
げ
る
目
立
造
船
舞

鶴
工
場
の
動
向
は
市
の
経
済
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
（
１
）
　
正
確
に
言
え
ば
、
特
定
不
況
地
域
の
指
定
は
、
「
特
定
不
況
地
域
中

　
　
　
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
」
の
政
策
基
準
に
も
と
づ
い
て
、
通
産
省
が

　
　
　
労
働
省
の
堕
言
を
う
け
て
指
定
し
た
。
同
じ
地
域
に
対
し
て
、
通
産
省

　
　
　
は
市
町
を
単
位
と
し
、
労
働
省
は
職
業
安
定
所
の
所
轄
地
域
を
単
位
と

　
　
　
し
て
告
示
し
た
。
こ
の
問
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
七
八
年
一
〇
月
『
杜

　
　
　
会
労
働
委
員
会
議
事
録
第
二
号
』
を
参
照
。

　
（
２
）
本
節
に
お
い
て
は
、
舞
鶴
市
に
構
造
不
況
の
影
響
が
そ
れ
ほ
ど
あ
ら

　
　
　
わ
れ
て
い
な
い
七
五
年
の
数
値
を
利
用
し
た
。

　
（
３
）
艶
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
舞
鶴
市
は
特
定
企
業
と
基
地
へ
、
二
重
の

　
　
　
意
味
に
お
い
て
特
化
し
た
地
域
で
あ
る
と
、
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

●

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
（
一
一
九
〇
）

　
こ
の
問
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
飯
野
海
運
株
式
会
杜
『
飯
野
六
〇
年

の
歩
み
』
五
九
年
六
月
、
七
四
〇
～
七
四
二
頁
を
参
照
。

　
ク
レ
ー
ム
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
日
本
造
船
機
械
労
働
組
合
舞
鶴
造

船
分
会
『
組
合
二
十
年
史
』
六
八
年
一
二
月
、
京
都
府
労
働
経
済
研
究

所
『
舞
鶴
の
造
船
工
業
と
労
働
者
の
状
態
』
六
六
年
三
月
を
、
参
照
。

　
目
立
造
船
株
式
会
杜
『
目
立
造
船
　
　
九
〇
周
年
を
迎
え
て
』
七
一

年
四
月
、
一
八
三
頁
。

　
詳
し
く
は
、
京
都
府
立
中
ハ
企
業
総
合
指
薄
所
『
舞
鶴
地
域
振
興
診

断
報
告
書
』
八
○
年
三
月
、
一
九
～
二
一
頁
を
、
参
照
。

　
し
た
が
っ
て
、
舞
鶴
市
の
二
大
企
業
が
文
字
通
り
地
域
の
「
中
核
企

業
」
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
わ
げ
で
は
次
い
。

　
　
　
　
　
三
舞
鶴
市
に
お
げ
る
大
量
離
職
者
の

　
　
　
　
　
　
発
生
状
況
と
雇
用
問
題
の
所
在

　
　
－
　
造
船
不
況
と
日
立
造
船
舞
鶴
工
場
に
お
げ
る
大
量
離

　
　
　
職
者
の
発
生

　
０
Ｄ
　
造
船
不
況
と
目
立
造
船
に
お
げ
る
雇
用
管
理

　
七
二
年
か
ら
七
三
年
に
か
げ
て
戦
後
最
高
の
造
船
ブ
ー
ム
を
調
歌
し

た
目
本
の
造
船
業
も
、
七
三
年
一
二
月
の
第
一
次
石
油
危
機
を
契
機
に

大
型
タ
ソ
ヵ
ー
の
過
剰
が
一
挙
に
１
表
面
化
す
る
よ
う
に
た
る
。
こ
れ
に

伴
い
、
造
船
各
杜
は
人
員
削
減
を
軸
に
減
量
作
戦
を
展
開
す
る
よ
う
に



な
る
が
、
造
船
の
建
造
期
間
が
長
く
、
し
か
も
計
画
造
船
で
あ
る
た
め
、

不
況
が
最
も
深
刻
化
す
る
の
は
、
他
の
産
業
よ
り
も
か
な
り
遅
れ
て
、

七
七
年
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　
造
船
大
手
七
杜
は
七
八
年
五
月
に
成
立
し
た
「
特
定
不
況
産
業
安
定

臨
時
措
置
法
」
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
こ
の
深
刻
な
不
況
に
対
応
し
た
。

こ
の
法
律
に
も
と
づ
き
通
産
省
と
造
船
業
界
と
が
作
成
し
た
「
造
船
安

定
基
本
計
画
」
（
七
八
年
一
一
月
）
は
、
造
船
設
備
の
三
五
％
に
及
ぶ
切

捨
て
と
、
三
九
％
の
操
業
短
縮
を
勧
告
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
そ
れ
ま

で
は
、
杜
外
工
の
整
理
、
自
然
退
職
老
の
不
補
充
、
新
挽
採
用
の
削
減

・
停
止
、
配
転
、
出
向
等
に
ょ
っ
て
、
人
員
削
減
を
実
施
し
て
き
た
大

手
各
杜
も
、
一
斉
に
常
用
労
働
老
の
「
希
望
退
職
」
の
募
集
に
ふ
み
き

っ
た
。

　
造
船
に
特
化
し
て
き
た
中
小
造
船
と
は
異
な
り
、
戦
後
目
本
の
造
船

大
手
各
杜
は
い
ず
れ
も
陸
機
部
門
を
持
ち
、
総
合
重
工
業
会
杜
と
し
て

　
　
　
　
　
（
１
）

発
展
し
て
き
た
。
七
五
年
時
点
に
お
げ
る
各
杜
の
売
上
高
を
み
る
と
、

陸
機
都
門
が
造
船
部
門
を
は
る
か
に
陵
駕
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
造
船
大
手
の
な
か
に
あ
っ
て
は
、
日
立
造
船
は
三
井
造
船
と
と

も
に
造
船
比
率
が
高
く
、
造
船
不
況
の
影
響
を
も
ろ
に
受
げ
た
げ
れ
ぱ

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
営
構
造
の
特
質
が
目
立
造
船
に
お
げ

　
　
　
　
構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
老
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

る
合
理
化
と
雇
用
管
理
を

根
底
に
ー
お
い
て
規
定
す
る
。

　
日
立
造
船
に
お
い
て
も
、

造
船
大
手
七
杜
と
ぽ
ぼ
共

通
し
た
不
況
対
策
、
す
な

わ
ち
、
事
業
構
造
の
転
換

　
　
船
舶
建
造
能
力
の
縮

小
・
陸
機
部
門
の
拡
大
ｌ

ー
と
、
人
員
削
減
・
大
規

模
な
配
置
転
換
が
強
行
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

徴
は
、

率比舶

へ
口

の杜各手大船
一
１
’

造
８
〕

俵
　
　
　
○
乙
　
　
　
４
１
７
１
８
１
４
肌
５
０
比
一
；
’
■
　
■
　
　
　
　
，
　
１
；
１
，
１
，
，

　
　
　
Ｑ
ｏ
　
【
／
　
７
－
３
７
３
４
２
８
肌
丑
狐
一

名
杜

業
業
業
船
船
業
管
帝
卦
　
ノ
三
石
川
日
三
住
目

○

りよ』書告報券証価有ｒ杜各〕所出料資〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
立
造
船
の
経
営
構
造
に
規
定
さ
れ
た
そ
の
特

　
　
　
実
施
の
早
期
性
と
そ
の
実
施
ｎ
合
理
化
の
激
し
さ
に
あ
っ
た
。

陸
機
部
門
の
主
要
製
品
は
他
の
重
化
学
工
業
部
門
の
生
産
手
段
で
あ
り
、

こ
れ
を
構
造
不
況
下
に
お
い
て
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
極
め
て
き
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

い
コ
ス
ト
削
減
が
要
請
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
目
立
造
船
に
お
げ
る
事
業
構
造
の
転
換
計
画
は
、
七
六
年
か
ら
労
使

協
議
機
関
を
通
じ
て
議
論
が
開
始
さ
れ
、
七
六
年
六
月
に
は
労
使
の
合

意
を
み
て
い
る
。
そ
れ
は
、
新
造
船
の
需
要
低
下
に
対
し
て
、
第
一
に
、

新
造
船
の
生
産
を
全
杜
的
に
－
均
等
沈
下
さ
せ
る
の
で
は
た
く
、
旧
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
（
一
一
九
一
）
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で
の
生
産
を
停
止
し
、
そ
れ
を
新
工
場
に
集
中
す
る
こ
と
、
第
二
に
１
、

陸
の
主
製
品
を
確
立
し
っ
っ
、
全
杜
的
に
陸
部
門
を
拡
大
す
る
こ
と
、

第
三
に
、
改
修
船
、
特
に
改
造
船
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
、
主
要
な
柱

と
す
る
も
の
で
、
こ
の
事
業
構
造
の
転
換
計
画
に
沿
っ
て
、
工
場
毎
の

生
産
部
門
の
再
編
成
と
工
場
の
統
廃
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

堺
工
場
と
築
港
工
場
は
合
併
し
て
大
阪
工
場
へ
、
因
島
工
場
と
向
島
工

場
は
合
併
し
て
広
島
工
場
に
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
工
場
の
統
廃
合
は
管
理
部
門
の
縮
小
化
と
、
各
六
の
工
場
が
新

造
船
、
改
修
船
、
陸
機
部
門
を
併
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
の
山

谷
を
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
海
造
審
答
申
に
も
と
づ
く
新
造
船
設
備
の
四
〇
劣
の
削
減
に
対
し
て

も
、
目
立
造
船
は
こ
の
よ
う
な
他
杜
に
さ
き
が
げ
た
事
業
構
造
の
転
換

計
画
を
基
礎
に
、
す
な
わ
ち
一
層
の
集
中
化
に
よ
る
生
産
の
効
率
化
に

よ
っ
て
対
応
し
た
。
具
体
的
に
は
、
有
明
工
場
が
大
型
船
を
、
広
島
工

場
が
中
型
船
を
、
舞
鶴
工
場
が
艦
船
を
担
当
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
事
業
構
造
の
転
換
計
画
に
沿
っ
て
、
大
規
模
な
配
置

転
換
と
人
員
削
減
が
実
施
さ
れ
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
日
立
造
船
に
お
い

て
は
こ
の
人
員
削
減
も
管
理
間
接
部
門
を
中
心
に
、
事
業
構
造
の
転
換

計
画
に
、
さ
き
だ
っ
て
か
な
り
早
期
か
ら
、
系
統
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た

二
〇
四
（
一

一
九
二
）

）年
７
８（

　
況

　
状

　
置

る
配

げ
の

お
員

に
業

船
従

造
び

立
よ

日
お

の
目

後
品

換
産

転
生

造
の

構
別

業
所

事
業

　
事
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こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
　
そ
れ
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
（
マ
ネ
ー
ジ
メ
ソ
ト
・
イ
ソ
．
ダ

イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ト
）
計
画
と
呼
ぱ
れ
る
も
の
で
、
管
理
・
問
接
部
門
、

す
な
わ
ち
、
部
課
長
等
の
管
理
職
、
技
術
職
、
事
務
職
、
現
場
ス
タ
ヅ

フ
職
を
対
象
に
人
員
削
滅
を
実
施
し
た
。
七
五
年
か
ら
は
新
・
新
Ｍ
Ｉ

Ｃ
計
画
と
し
て
、
新
し
く
新
観
採
用
の
ス
ト
ッ
プ
・
自
然
減
の
不
補
充

・
関
連
会
杜
へ
の
出
向
・
内
部
交
流
・
配
転
に
よ
っ
て
、
七
七
年
三
月

ま
で
に
、
一
二
七
二
人
を
削
減
す
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

　
現
場
技
能
職
に
対
す
る
人
員
削
減
は
、
七
八
年
三
月
中
央
労
使
協
議

会
に
お
い
て
労
使
が
合
意
し
た
「
事
業
構
造
の
転
換
に
対
応
す
る
新
し

い
雇
用
対
策
」
に
も
と
づ
い
て
実
行
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
は
六
項
目
か

ら
な
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
。
よ
っ
て
、
　
「
希
望
退
職
」
を
募
集
し

た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
杜
的
に
約
一
九
〇
〇
名
が
「
解
雇
」

さ
れ
た
。

　
目
立
造
船
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
他
杜
に
さ
き
が
げ
て
、
き
び

し
い
人
員
削
減
が
実
施
さ
れ
た
わ
げ
で
あ
る
が
、
事
業
構
造
の
転
換
に

伴
っ
て
労
働
者
の
配
置
転
換
も
激
し
さ
を
増
し
た
。
技
術
職
は
設
計
部

門
が
広
島
工
場
へ
集
中
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
と
し
て
工
場
間
を

移
動
し
、
現
場
技
能
職
は
船
か
ら
陸
へ
工
場
内
を
移
動
し
、
ま
た
、
現

場
技
能
職
を
中
心
に
他
杜
派
遣
も
急
速
に
増
大
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

　
　
　
　
構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

問
、
関
連
会
杜
へ
の
出
向
も
、
新
事
業
お
よ
び
都
門
分
離
に
よ
る
新
会

杜
の
設
立
に
よ
っ
て
急
増
し
た
。
目
立
造
船
の
関
連
会
杜
の
数
は
七
八

年
四
二
杜
か
ら
八
○
年
に
は
六
五
杜
に
１
増
加
し
、
八
○
年
の
関
連
会
杜

全
従
業
二
一
、
三
五
七
名
の
う
ち
、
目
立
造
船
か
ら
の
出
向
が
六
、
七
四

五
名
を
占
め
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
広
範
囲
に
わ
た
る
配
置
転
換
と
人
員
削
減
を
圧
力
に
、

徹
底
的
に
削
減
さ
れ
た
人
員
に
ょ
っ
て
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
労
働

強
化
が
強
制
さ
れ
た
が
、
目
立
造
船
に
ー
お
げ
る
そ
の
特
徴
は
、
小
集
団
活

動
を
徹
底
的
に
活
用
し
て
、
コ
ス
ト
削
滅
の
た
め
に
従
業
員
の
創
意
と

工
夫
が
企
業
に
よ
っ
て
吸
い
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
た

結
果
、
目
立
造
船
は
二
〇
年
か
か
っ
て
も
お
こ
た
え
た
い
よ
う
な
激
し

い
合
理
化
を
構
造
不
況
下
に
お
い
て
一
挙
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
の
　
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
に
お
げ
る
人
員
削
減

　
前
節
で
概
括
し
た
全
杜
的
な
不
況
対
策
に
沿
っ
て
、
舞
鶴
工
場
に
お

い
て
も
合
理
化
と
人
員
削
減
が
展
開
さ
れ
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

七
八
年
三
月
以
前
と
以
降
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

舞
鶴
工
場
に
お
い
て
、
常
用
労
働
者
の
削
減
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、

〔
表
１
０
〕
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
七
三
年
か
ら
七
四
年
に
か
げ
て
で
あ

り
、
　
「
希
望
退
職
」
が
募
集
さ
れ
た
七
八
年
三
月
段
階
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
（
一
一
九
三
）
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常
用
労
働
者
の
数
は
七
三
年
を
一
〇
〇
と
す
れ
ぱ
、
す
で
に
八
五
・
九

％
ま
で
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
削
減
は
す
で
に
指
摘
し
た
「
新
・

新
Ｍ
Ｉ
Ｃ
計
画
」
に
も
と
づ
い
て
お
し
進
め
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
が
、
こ
の
な
か
に
は
事
実
上
強
制
的
に
退
職
さ
喧
ら
れ
た
多
く
の
掃

人
労
働
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
舞
鶴
工
場
の
み
の
数
値
は
わ
か
ら
な
い

が
、
目
立
造
船
全
体
で
婦
人
労
働
者
の
数
は
七
三
年
の
一
、
一
三
四
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

か
ら
、
七
八
年
三
月
に
は
六
一
五
名
に
減
少
し
て
い
る
。
他
方
、
こ
れ

と
併
行
し
て
杜
外
工
の
削
減
も
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
減
少
率
か
ら
す

る
な
ら
ぱ
本
工
よ
り
も
は
る
か
に
激
し
く
展
開
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

杜
外
工
の
数
は
同
じ
時
期
に
四
一
・
一
％
ま
で
に
減
少
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
た
人
員
削
減
の
う
え
に
、
七
八
年
三
月
に
労
使
で
合
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
「
事
業
構
造
の
転
換

移推の
０
８

Ｏ
）
）
９
一
〇
Ｊ
２
　
．
　
２
　
４
　
（

Ｏ
）
）
４
２
　
９
　
（

３
／
９
７

一
一

へ

に
対
応
す
る
新
し
い
雇
用
政

策
」
に
も
と
づ
い
て
、
　
「
希

望
退
職
」
の
募
集
が
開
始
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
六
項
目
の
制
度
か
ら
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

は
、
ｏ
特
別
無
給
休
暇
制
度
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六
（
一
一
九
四
）

◎
地
方
連
絡
員
制
度
、
　
能
力
開
発
の
た
め
の
長
期
研
修
休
職
制
度
、

＠
転
職
希
望
者
の
た
め
の
資
格
・
免
許
取
得
援
助
制
度
、
◎
定
年
退
職

後
再
就
職
準
備
の
た
め
の
特
別
休
職
制
度
、
＠
転
職
・
転
進
援
助
制

度
で
、
そ
の
中
心
は
第
六
項
の
「
転
進
・
転
職
援
助
制
度
」
で
あ
る

（
詳
し
い
内
容
は
〔
付
表
１
〕
を
参
照
）
。
こ
の
「
転
進
・
転
職
援
助
制
度
」

と
い
う
の
は
四
〇
歳
以
上
の
者
を
対
象
に
、
基
本
退
職
金
を
支
給
し
、

さ
ら
に
、
四
五
歳
以
上
の
者
に
特
別
加
算
金
（
基
準
賃
金
の
二
～
二
一
ヵ

月
分
）
を
支
給
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
新
規
採
用
の
停
止
、
自
然
減
の
不
補
充
は
企
業
の
年
齢
構
成
を
高
度

化
せ
ざ
る
を
え
た
い
し
、
定
年
間
近
い
従
業
員
の
削
減
は
比
較
的
摩
擦

が
少
た
く
て
す
む
。
と
は
い
え
、
「
希
望
退
職
」
の
「
募
集
」
は
「
経

営
危
機
」
を
あ
お
り
つ
つ
、
労
使
が
一
体
と
た
っ
て
た
か
ぽ
強
制
的
に

実
施
さ
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
舞
鶴
工
場
に
お
い
て
「
希
望
退
職
」
に
よ
っ
て
解
雇
さ
れ
た
三
八
四

名
は
、
　
〔
表
ｕ
〕
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
五
〇
歳
以
上
の
者
が
圧
倒
的

多
数
を
占
め
、
こ
の
結
果
、
従
業
員
の
な
か
で
五
〇
歳
以
上
の
従
業

員
の
数
は
約
二
〇
％
か
ら
七
・
八
％
に
，
減
少
し
、
企
業
の
年
齢
構
成

は
著
し
く
低
下
し
た
。
職
種
別
の
内
訳
は
事
技
職
八
三
名
、
技
能
職

三
〇
一
名
で
、
そ
の
中
心
は
現
場
技
能
職
で
あ
る
。
ま
た
、
離
職
者
を
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Ｅ
り
　
０
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Ｑ
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員
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員
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員
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人
け

人
Ｇ

人
Ｇ

年

造
船

工
場

社
外
工

日
立

舞
鶴

舞
鶴
工
場

調課政労市鶴舞はていつに値数の場工鶴舞仇よ』書告報券証価有『は値数の船造立日〕所出料資〔

地
域
別
に
み
れ
ぱ
、
市
内
居

住
老
が
三
〇
六
名
で
そ
の
大

部
分
を
占
め
、
市
外
で
は
小

浜
の
四
七
名
が
目
だ
っ
て
い

る
。　

こ
の
よ
う
な
「
希
望
退
職
」
の
募
集
と
と
も
に
、
杜
外
工
の
削
減
も

一
層
拡
大
し
、
七
九
年
四
月
ま
で
に
杜
外
工
は
す
べ
て
整
理
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
４
）

が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
七
八
年
三
月
以
降
、
場
外
下
請
企
業
の

　
）

　
現

　
１
５

　
５
一

　
凧

況
（状行発票職離場工鶴舞船造立日〕ｕ表〔
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１０１

２
７

２
９

Ｑ
Ｕ
　
　
●

●

男
女
計

鶴舞

）所本（

８
２

８
５

３
２

■

３
２

３
４

３
６

１
６

１

１
７

●●

男
女
計

鶴舞

）所張出（

Ｏ０３
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３
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７
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Ｑ
リ
　
　
●

●●

男
女
計

浜
、

」
１

１
上
　
　
●

１
●

１
上
　
　
●

１
●■●

男
女
計

他のそ

７７３

７

４８３

８４１
■

８４１

７６１

２７１

５
７

４

６
１

Ｑ
リ
　
　
・

●

男
女
計

計総

○

べ調課政労市鶴舞〕所出料資〔

構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

二
〇
七
（
一
一
九
五
）



■

立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

従
業
員
も
急
速

に
減
少
し
て
い

る
。

他
企
業
へ
の

従
業
員
の
派
遣

が
大
観
模
に
な

る
の
も
こ
の
時

期
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
最
盛
期

に
は
五
五
〇
名

を
超
え
、
七
九

率
刎
比
（

”
｝
“
Ｈ
“
“
阯
２
３
１
１
　
　
１
０

数
員
業
従

６
４
７
２
８
８
４
７
６
１
１
４
４
６
６
７
３
２
１
　
’
　
　
　
　
　
２

率
刎
比
（

９
１
Ｆ
ｏ
（
ｏ
　
５
３
０
４
・
９
一
４
・
Ｌ
２
一
７
一
〇
．
２
２
１
１
１
　
１
０

数
員
業
従

７
３
８
５
９
２
１
３
３
８
９
８
９
９
６
７
３
３
３
１
｛
　
　
　
　
　
２

下
歳
歳
歳
歳
上
鷲
ぷ
藪
計
２
９
３
０
４
０
４
５
５
０
５
５

二
〇
八
（
一
一
九
六
）

　
）

　
年

る
７
８

け
（

お
化

に
変

場
の

工
成

鶴
構

舞
員

船
業

造
従

立
別

目
齢

　
年

２
〕

１表〔

○

ぺ調課政労市鶴舞〕所出料資〔

年
二
月
段
階
の
派
遺
比
は
全
従
業
員
の
一
八
・
三
劣
、
現
場
部
門

に
占
め
る
比
率
は
二
五
・
九
％
に
達
し
て
い
る
。
派
遣
先
は
目
立

製
作
所
関
係
の
家
電
・
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
エ
場
と
目
立
の
建
築
関
係

の
会
杜
で
、
ま
た
、
派
遣
条
件
は
派
遣
先
の
企
業
が
目
立
造
船
就

労
時
の
賃
金
を
保
障
し
、
賞
与
・
福
利
厚
生
費
を
目
立
造
船
が
負

担
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
派
遺
期
間
は
三
ヶ
月
か
ら
半
年
で

あ
る
が
、
再
々
に
わ
た
っ
て
延
長
措
置
が
と
ら
れ
、
他
杜
派
遺
が

完
全
に
打
切
ら
れ
た
の
は
、
八
○
年
三
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と

種業と化変の数員業従の業企請下内場工
３
〕１表〔
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付
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あ
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伴

事
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た
に

工
栄
れ
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負
協
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企
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００１Ｏ０１２４４１１４４５５２４４６７３人９
０員人

○

月
１
０年

７
９刀４のそ（況状の者職離

，
つ

伴に況不「市鶴舞〕所出料資〔



で
あ
っ
た
。

時目６月３年
７
９るげおに場工鶴舞船造立日〕

１
５表〔

状現の遣派外杜るげおに点

　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
定

　
　
　
　
　
　
予

　
　
　
　
　
　
遺

　
　
勧
　
　
派
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２
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遣
　
　
８
／
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部
　
５
０
　
　
５
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比

タ
　
で
　
）
で
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
０
ま
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め
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ソ
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降
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で
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コ
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鮎
洲
膿
鵬
　
　
鞠

電
Ｑ
０
Ｑ
Ｇ
０
　
　
機
¢
¢
　
　
　
）
　
　
硯

像
８
人
２
人
。
人
０
人
４
人
４
人
織
６
人
６
人
２
人
６
人
離
７
人
２
人
脇

係
３
１
９
５
５
９
４
２
（
３
２
６
４
８
１
１
３
３
９
８
・

竪
蟻
一
鰯
芦
計
帥
ギ

婁
縁
蓄
言
合
讐
繍

Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
・
　
　
　
　
　
　
　
３

○

月２年
７
９刀３のそ（況状の者職離

－
つ

伴に況不「市鶴舞〕所出料資〔

２

舞
鶴
市
に
お
げ
る
大
量
離
職
者
の
発
生
状
況
と
雇
用

問
題
の
所
在

構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
間
題
（
湯
浅
）

　
の
舞
鶴
市
に
お
げ
る
大
量
離
職
者
の
発
生
状
況
と
離
職
者
の
性
格

　
前
章
で
検
討
し
た
二
大
企
業
の
一
っ
、
日
立
造
船
舞
鶴
工
場
に
お
け

る
大
量
離
職
老
、
さ
ら
に
、
舞
鶴
工
場
の
場
内
・
場
外
下
請
企
業
に
お

げ
る
離
職
者
の
発
生
は
、
地
域
経
済
が
二
犬
企
業
に
特
化
し
た
舞
鶴
市

に
お
い
て
は
、
そ
れ
自
体
き
わ
め
て
大
き
た
影
響
を
持
っ
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
舞
鶴
市
の
場
合
、
造
船
以
外
の
主

要
産
業
、
す
な
わ
ち
、
紡
績
、
縫
製
、
合
板
、
ニ
ッ
ヶ
ル
、
ガ
ラ
ス
は
、

最
後
の
ガ
ラ
ス
を
除
い
て
い
ず
れ
も
構
造
不
況
業
種
に
属
し
、
円
高
不

況
が
続
く
な
か
で
、
あ
い
つ
い
で
離
職
者
を
発
生
さ
せ
た
ぱ
か
り
か
、

二
大
企
業
の
一
つ
、
目
本
板
硝
子
舞
鶴
工
場
も
「
経
営
合
理
化
」
を
口

実
に
大
規
模
な
コ
雇
用
調
整
」
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
て
、
舞
鶴
市
は

円
高
不
況
が
深
化
す
る
た
か
で
、
そ
の
深
刻
な
影
響
が
地
域
杜
会
全
体

を
お
お
う
輿
型
的
な
失
業
多
発
地
域
と
な
っ
た
。

　
舞
鶴
市
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
多
発
的
に
発
生
し
た
大
量
離
職
者
の

正
確
な
数
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
　
「
特
定
不
況
業
種
離

職
者
臨
時
措
置
法
」
に
１
も
と
づ
い
て
、
七
七
年
二
一
月
か
ら
七
八
年
七

月
ま
で
の
期
問
に
－
「
離
職
者
援
助
計
画
書
」
を
提
出
し
た
企
業
は
、
日

立
造
船
関
係
一
三
杜
、
他
の
造
船
会
杜
二
杜
、
繊
維
二
杜
、
ニ
ヅ
ケ
ル

一
杜
、
合
板
一
杜
の
計
一
九
杜
で
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
み
で
、
解
雇
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
（
一
一
九
七
）
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定
老
は
総
計
七
三
〇
名
に
の
ぽ
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
大
和
紡
績

舞
鶴
工
場
が
七
七
年
八
月
に
１
二
五
名
の
離
職
者
を
、
ニ
ッ
ケ
ル
の
目
之

出
化
学
舞
鶴
工
場
が
七
八
年
一
一
月
に
第
二
次
の
「
希
望
退
職
」
一
二

名
を
、
ま
た
、
前
述
の
目
本
板
硝
子
舞
鶴
工
場
も
七
八
年
三
月
に
三
三

二
名
の
「
希
望
退
職
」
を
募
集
し
た
。
さ
ら
に
ー
、
七
九
年
に
は
い
る
と

目
立
造
船
関
係
二
杜
が
二
六
人
の
離
職
者
を
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
（
一
一
九
八
）

こ
の
倒
産
の
影
響
を
受
げ
た
労
働
者
の
数
は
三
三
二
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
多
発
的
た
失
業
発
生
の
結
果
、
失
業
が
最
悪
化
し
た
七

八
年
六
月
に
は
月
間
有
効
求
職
者
が
三
、
〇
二
八
人
（
七
六
年
同
凋
一
、
、

九
七
八
人
、
七
七
年
同
月
二
、
一
四
七
人
）
に
は
ね
あ
が
る
一
方
、
有
効
求
人

数
は
八
六
六
人
（
七
六
年
同
月
九
八
六
人
、
七
七
年
同
月
一
、
〇
三
九
人
）
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

月
問
有
効
求
人
倍
率
は
○
・
二
九
と
い
う
水
準
に
低
迷
す
る
に
至
っ
た
。

市
の
基
幹
産
業
に

お
げ
る
大
量
離
職
者

の
発
生
は
、
地
域
全

体
の
消
費
需
要
を
著

Ｌ
く
削
減
し
、
関
連

企
業
以
外
か
企
業
や

商
店
を
倒
産
に
ま
き

こ
み
、
地
域
経
済
の

解
体
化
を
お
し
進
め

る
。
七
七
年
六
月
か

ら
七
九
年
一
一
月
に

か
げ
て
の
企
業
倒
産

件
数
は
二
二
杜
で
、
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離
職
者
の
最
大
の
　
況

　
　
　
　
　
状

特
徴
は
な
に
。
よ
り
も
　
定

　
　
　
　
　
認

そ
れ
が
高
年
齢
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に
　
書

　
　
　
　
　
画
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と
　
計
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業
員
の
年
齢
構
成
が
か
た
り
高
齢
化
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
か
で
、
目
本
板
硝
子
舞
鶴
工
場
の
離
職
者
の
み

が
例
外
で
、
四
〇
歳
以
下
の
者
が
四
二
％
を
占
め
て
い
る
。

　
舞
鶴
市
の
よ
う
な
特
定
不
況
地
域
に
と
っ
て
は
、
離
職
者
の
基
本
的

性
格
が
高
年
齢
層
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
地
域
経
済
に
き
わ
め

て
重
く
の
し
か
か
ら
ざ
る
を
え
た
い
。
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
舞
鶴

市
に
お
い
て
は
、
特
定
企
業
に
特
化
し
た
地
域
経
済
の
構
造
が
長
期
に

わ
た
っ
て
固
定
化
さ
れ
て
き
た
た
め
、
高
度
成
長
期
に
は
若
年
層
を
中

心
に
人
口
の
流
出
傾
向
が
続
い
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
市
の
年
齢
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

は
京
都
府
や
全
国
平
均
よ
り
も
高
齢
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重

三
重
の
悪
条
件
下
の
も
と
で
は
、
失
業
し
た
高
年
齢
層
の
再
就
職
は
き

わ
め
て
困
難
な
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ち
な
み
に
、
七
八
年
六

月
に
お
げ
る
中
高
年
労
働
者
の
月
問
有
効
求
職
者
数
は
一
、
五
〇
九
名

に
達
し
、
有
効
求
職
者
数
に
占
め
る
そ
の
比
率
は
過
半
数
に
達
し
て
い

（
７
）

る
。　

の
　
雇
用
間
題
の
所
在

　
我
が
国
に
お
げ
る
伝
統
的
な
失
業
対
策
は
農
業
へ
の
失
業
者
の
吸
収

と
、
失
業
対
策
事
業
で
あ
っ
た
。
舞
鶴
市
に
お
い
て
も
、
過
去
、
造
船

不
況
の
た
び
に
失
業
者
は
失
対
事
業
に
吸
収
さ
れ
て
き
た
。

二
一
二
（
二
一
〇
〇
）

）月ｕ年
７
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舞
鶴
市
に
お
げ
る
労
働
市
場
の
重
要
な
特
徴
ゆ
」
一

つ
は
、
人
口
に
比
し
て
膨
大
な
失
対
事
業
紹
介
対
象

老
と
、
旦
雇
労
働
者
が
今
目
に
お
い
て
も
存
続
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
歴
史
的
条

件
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
一
般
的
に
説
明
さ
れ

　
）

」
月
ヒ
３

到
年

合
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て
い
る
。

　
第
一
に
、
戦
時
中
、
海
軍
に
よ
っ
て
膨
張
し
た
軍
港
都
市
が
敗
戦
に
よ
っ
て

軍
お
よ
び
軍
需
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
多
数
の
失
業
者
が
発
生
し
た
こ
と
。

　
第
二
に
、
旧
海
軍
工
廠
は
飯
野
産
業
と
し
て
引
継
が
れ
た
が
、
四
九
年
の
造

船
不
況
に
よ
っ
て
数
次
の
人
員
整
理
が
お
こ
た
わ
れ
、
多
数
の
失
業
者
が
発
生

　
Ｌ
た
こ
と
。

　
第
三
に
、
敗
戦
に
よ
り
外
地
か
ら
の
引
揚
者
の
な
か
で
身
よ
り
の
な
い
も
の

が
当
地
に
そ
の
ま
ま
残
留
し
た
こ
と
。

　
第
四
に
、
朝
鮮
人
の
引
揚
間
題
が
こ
じ
れ
、
引
揚
者
が
そ
の
ま
ま
当
地
に
残

　
留
し
た
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
第
五
に
、
朝
鮮
戦
争
後
、
駐
留
軍
関
係
離
職
者
が
発
生
し
た
こ
と
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
条
件
の
も
と
で
膨
大
な
失

対
事
業
紹
介
対
象
者
が
彩
成
さ
れ
て
き
た
と
し
て
も
、
今
日
ま
で
す
で

に
二
五
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
膨
大
た
数
の
失
対
事

業
対
象
者
の
存
続
も
、
こ
れ
ま
で
く
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
舞
鶴
市
に

お
げ
る
地
域
経
済
の
構
造
を
考
慮
に
い
れ
る
こ
と
た
し
に
は
理
解
さ
れ

え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
こ
と
は
反
面
、
舞
鶴
市
の
よ
う

な
特
定
不
況
地
域
の
場
合
、
多
く
の
限
界
を
持
つ
と
は
い
え
失
対
事
業

が
、
地
域
の
雇
用
保
障
に
お
い
て
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
き

た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
地
域
に
お
い
て
雇
用
を
確
保
し
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
（
一
二
〇
二
）

な
ら
ぱ
、
国
家
的
な
雇
用
の
創
出
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
示
唆
し

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
地
域
に
比
し
て
舞
鶴
市
に
１
お
い
て
は
、
失
対
事

業
の
賃
金
が
地
場
賃
金
を
規
制
し
、
ひ
い
て
は
地
域
全
体
の
賃
金
を
規

制
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
目
、
こ
の
失
対
事
業

で
す
ら
完
全
な
打
切
の
方
向
で
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
い
て
は
、
構
造
不
況
地
域

の
労
働
者
は
、
労
働
力
流
動
化
政
策
に
よ
っ
て
、
失
対
事
拳
へ
の
流
入

を
抑
制
さ
れ
つ
つ
、
広
域
職
業
紹
介
と
各
種
の
給
付
金
に
よ
っ
て
他
地

域
へ
流
動
化
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
は
「
高
度
成
長
」
期

と
は
異
な
っ
て
、
他
地
域
で
の
雇
用
吸
収
力
も
乏
し
く
、
ま
た
、
多
少

条
件
の
よ
い
雇
用
機
会
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
離
職
者
の
中
核
が
中
高

年
齢
労
働
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
他
地
域
へ
の
移
動
は
き
わ
め
で
困
難

で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
は
、
特
定
不
況
地
域
に
お
げ
る
中
高
年
労

働
者
を
中
心
と
す
る
離
職
者
は
、
「
中
核
企
業
」
に
よ
る
全
杜
的
規
模

で
の
合
理
化
と
人
員
削
減
の
挽
制
が
そ
の
前
提
条
件
と
た
る
と
し
て
も
、

政
府
や
自
治
体
に
よ
っ
て
、
経
験
豊
富
た
中
高
年
労
働
者
に
ふ
さ
■
わ
し

い
雇
用
機
会
の
創
出
が
な
げ
れ
ば
、
長
期
に
わ
た
っ
て
失
業
者
と
し
て

労
働
市
場
に
滞
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
章
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
基
礎
に
お
き
つ
つ
、
特
定



不
況
地
域
に
対
す
る
政
府
の
雇
用
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
離
職
者
の

動
向
を
分
析
し
、
政
府
の
雇
用
政
策
の
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ

る
。

（
１
）
　
戦
後
日
本
の
造
船
業
が
総
合
重
化
学
工
業
と
し
て
の
発
展
を
強
め
な

　
　
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
歴
史
的
要
因
に
つ
い
て
は
、
上
滝
隆
生
「
長
崎

　
　
県
造
船
工
業
過
程
と
下
請
企
業
利
用
彩
態
の
発
展
」
『
福
岡
大
学
研
究

　
　
所
報
』
第
七
号
、
を
参
照
。

（
２
）
造
船
は
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
造
船
比
率
の
高
さ

　
　
は
、
目
立
造
船
に
お
げ
る
労
働
者
一
人
当
り
の
売
上
高
を
低
く
め
ざ
る

　
　
を
え
な
く
、
こ
の
側
面
か
ら
も
合
理
化
圧
力
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

　
　
る
。

（
３
）
　
目
立
造
船
労
働
組
合
『
週
刊
レ
こ
第
二
三
四
号
よ
り
。

（
４
）
杜
外
工
の
整
理
は
杜
外
派
遣
が
急
速
に
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
企
業
戦
略
上
五
〇
名
が
維
持
さ
れ
た
。

（
５
）
以
上
の
数
値
は
、
舞
鶴
市
公
共
職
業
安
定
所
『
業
務
概
況
』
に
も
と

　
　
づ
く
。

（
６
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
京
都
府
立
中
ハ
企
業
総
合
指
導
所
『
舞
鶴
地
域

　
振
興
診
断
報
告
書
』
八
○
年
三
月
、
四
べ
－
ジ
を
、
参
照
。

（
７
）
舞
鶴
市
公
共
職
業
安
定
所
、
前
掲
書
、
よ
り
。

（
８
）
舞
鶴
市
公
共
職
業
安
定
所
『
失
業
対
策
事
業
監
査
資
料
』
八
○
年
九

　
月
、
よ
り
。

構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

四
　
特
定
不
況
地
域
に
対
す
る

　
政
府
の
雇
用
政
策
と
離
職
者
の
動
向

　
　
１
　
特
定
不
況
地
域
に
対
す
る
政
府
の
雇
用
政
策

　
特
定
不
況
地
域
に
ー
対
Ｌ
て
政
府
は
、
構
造
不
況
業
種
に
属
す
る
「
中

核
企
業
」
を
対
象
に
「
特
定
不
況
産
業
安
定
臨
時
措
置
法
」
を
、
系
列

下
請
関
連
企
業
・
地
元
周
辺
企
業
を
対
象
に
「
特
定
不
況
地
域
中
小
企

業
対
策
臨
時
措
置
法
」
を
制
定
し
、
　
「
中
核
企
業
」
を
中
心
に
国
家
資

金
に
よ
る
合
理
化
と
そ
の
救
済
を
は
か
り
っ
つ
、
離
職
者
対
策
と
し
て
、

「
中
核
企
業
」
・
系
列
下
請
関
連
企
業
の
離
職
者
を
対
象
に
「
特
定
不

況
業
種
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
を
、
さ
ら
に
、
特
定
不
況
地
域
の
離
職

者
全
体
を
対
象
に
「
特
定
不
況
地
域
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
を
制
定
し

て
い
る
。
本
節
の
課
題
は
、
こ
の
両
離
職
者
対
策
の
内
容
を
概
略
し
つ

つ
、
そ
の
基
本
的
性
格
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
げ
る
雇
用
法
制
上
の
基
本
法
と
さ
れ
る
の
は
、
一
九
六

六
年
に
制
定
さ
れ
た
雇
用
対
策
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
超
完
全
雇
用
状

態
」
と
想
定
し
、
雇
用
対
策
と
し
て
そ
れ
ま
で
先
行
的
に
実
施
さ
れ
て

き
た
労
働
力
流
動
化
政
策
を
集
大
成
し
た
。
そ
の
政
策
措
置
と
し
て
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
（
一
二
〇
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

失
業
保
険
給
付
を
一
般
的
に
制
限
し
つ
つ
、
労
働
者
の
流
動
化
を
条
件

と
し
て
の
み
特
例
措
置
と
し
て
、
保
険
給
付
期
間
の
延
長
と
各
種
の
給

付
金
の
支
給
を
定
め
、
さ
ら
に
、
転
職
の
た
め
の
職
業
訓
練
を
重
視
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

　
七
四
年
の
失
業
保
険
か
ら
雇
用
保
険
へ
の
改
組
の
目
的
は
構
造
不
況

下
に
お
い
て
こ
の
よ
う
た
方
向
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す

た
わ
ち
、
そ
の
基
本
は
高
度
経
済
成
長
期
以
上
に
激
し
い
労
働
者
の
流

動
化
を
、
構
造
不
況
下
に
お
い
て
強
行
す
る
こ
と
に
お
か
れ
た
。
本
稿

の
関
連
に
お
い
て
の
み
指
摘
す
る
た
ら
ぱ
、
こ
の
改
組
に
よ
っ
て
、
退

職
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
給
付
期
間
に
格
差
が
つ
げ
ら
れ
た
こ
と
、
雇
用

保
険
四
事
業
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
主
へ
の
給
付
金
の
支

給
が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
基
本
法
た
る
雇
用
対
策
法
・
雇
用
保
険
法
に
対
し
て
、

両
離
職
者
対
策
は
い
わ
ば
補
完
的
た
位
置
に
た
つ
も
の
で
あ
る
が
、

「
特
定
不
況
業
種
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
は
次
の
よ
う
た
離
職
者
対
策

を
定
め
て
い
る
。

　
第
一
に
、
事
業
観
模
の
縮
小
を
行
な
お
う
と
す
る
特
定
不
況
業
種
事
業
主
は
、

労
働
組
合
等
の
意
見
を
聞
き
、
再
就
職
援
助
等
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
公

共
職
業
安
定
所
長
の
認
定
を
受
げ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六
（
一
二
〇
四
）

　
第
二
に
、
公
共
職
業
安
定
所
長
は
再
就
職
援
助
等
に
関
す
る
計
画
に
含
ま
れ

る
離
職
者
に
対
し
て
、
特
定
不
況
業
種
離
職
者
求
職
手
帳
を
発
給
す
る
こ
と
。

　
第
三
に
、
国
は
手
帳
所
持
者
に
対
し
、
訓
練
待
期
手
当
ま
た
は
就
職
促
進
手

当
、
広
域
求
職
活
動
費
、
移
転
費
そ
の
他
の
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
、
都
道

府
県
は
、
訓
練
手
当
、
職
場
適
応
訓
練
費
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
。

　
第
四
に
、
四
〇
歳
以
上
の
手
帳
所
持
者
に
対
し
て
、
雇
用
保
険
の
特
例
措
置

と
九
〇
目
の
延
長
給
付
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
に
、
手
帳
所
持
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
手
帳
所
持
者
を
継
続
し

て
雇
用
す
る
事
業
主
に
助
成
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
六
に
、
必
要
な
職
業
訓
練
の
実
施
に
関
し
、
訓
練
時
期
、
訓
練
期
間
　
職

業
訓
練
に
係
る
職
種
、
委
託
訓
練
、
職
業
訓
練
施
設
、
受
講
定
員
等
に
つ
い
て

特
別
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
第
七
に
、
労
働
大
臣
は
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
計
画
実
施
す
る
公
共
事
業

に
関
し
て
、
特
定
不
況
業
種
離
職
者
の
雇
入
れ
の
促
進
に
っ
い
て
配
慮
す
る
よ

う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
法
律
に
－
よ
れ
凄
、
不
況
業
種
の
離
職
者
に
は
手
帳
が
発
給
さ
れ
、

四
〇
歳
以
上
の
離
職
者
の
場
合
、
雇
用
保
険
給
付
プ
ラ
ス
九
〇
目
の
延

長
給
付
を
受
げ
、
さ
ら
に
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
っ
っ
一
年
間
職
業
訓

練
校
に
入
校
し
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
の
訓
練
待
期
手
当
や
就
職

促
進
手
当
を
受
給
で
き
る
こ
と
に
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
律



は
失
業
の
「
予
防
」
で
な
く
離
職
を
前
提
と
し
、
そ
の
う
え
、
そ
の
対

象
は
国
家
資
金
に
よ
る
合
理
化
に
伴
っ
て
発
生
し
た
離
職
者
に
限
定
さ

れ
、
し
か
も
、
九
〇
目
の
延
長
給
付
は
四
〇
歳
以
上
の
者
に
限
定
さ
れ
、

ま
た
、
離
職
者
に
対
す
る
措
置
も
保
険
の
給
付
期
問
の
特
例
措
置
と
就

職
促
進
手
当
や
就
職
促
進
給
付
を
基
本
と
し
た
も
の
で
、
全
体
と
し
て

雇
用
保
険
制
度
の
枠
内
に
お
げ
る
対
応
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
法
律
の
後
、
そ
の
対
象
を
業
種
か
ら
地
域
に
拡
大
し
た
「
特
定

不
況
地
域
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
が
成
立
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
以
下

の
如
く
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
四
〇
歳
以
上
の
特
定
不
況
地
域
の
離
職
者
に
対
し
て
雇
用
保
険
の

　
延
長
措
置
と
し
て
九
〇
目
の
延
長
給
付
を
支
給
す
る
こ
と
。

　
第
二
に
、
国
お
よ
ぴ
雇
用
促
進
事
業
団
は
特
定
不
況
地
域
離
職
者
の
再
就
職

　
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
必
要
な
職
業
訓
練
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る

　
た
め
に
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
第
四
に
、
特
定
不
況
地
域
に
つ
い
て
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
計
画
実

施
す
る
公
共
事
業
に
関
し
て
、
特
定
不
況
地
域
離
職
者
の
吸
収
制
度
を
設
げ
る

　
こ
と
。

　
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
法
律
は
保
険
給
付
の
延
長
に
よ
っ
て
離
職

老
の
生
活
を
保
障
し
、
公
共
事
業
に
よ
る
吸
収
制
度
に
よ
っ
て
地
域
に

お
け
る
就
業
機
会
を
確
保
し
つ
つ
、
職
業
訓
練
に
よ
っ
て
他
の
産
業
へ

　
　
　
　
構
造
不
況
地
域
に
お
け
る
離
職
老
の
動
向
と
雇
用
間
題
（
湯
浅
）

の
転
換
を
企
図
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
地
域
の
名
が
っ
げ
ら
れ
て
い
て

も
、
不
況
地
域
の
経
済
構
造
に
な
ん
ら
手
を
ふ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
を
さ
き
の
「
特
定
不
況
業
種
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
と
比
較
す
る

な
ら
ぱ
、
そ
の
前
進
面
は
、
九
〇
日
の
延
長
給
付
の
対
象
が
不
況
地
域

全
体
の
離
職
者
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
と
、
公
共
事
業
に
離
職
者
の
吸
収

制
度
が
設
げ
ら
れ
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
反
面
、
構
造
不
況
業
種
以
外

の
不
況
地
域
の
離
職
者
に
は
就
職
促
進
給
付
の
支
給
は
除
外
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
全
体
と
し
て
、
　
「
特
定
不
況
業
種
離
職

者
臨
時
措
置
法
」
に
対
し
て
補
完
的
な
位
置
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
以
上
、
本
節
の
考
察
を
要
約
す
る
た
ら
ば
、
　
「
特
定
不
況
業
種
離
職

者
臨
時
措
置
法
」
と
「
特
定
不
況
地
域
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
と
は
、

雇
用
保
険
と
職
業
訓
練
の
特
例
措
置
と
、
公
共
事
業
に
よ
る
離
職
者
の

吸
収
制
度
か
ら
な
り
、
雇
用
対
策
法
・
雇
用
保
険
法
体
制
の
枠
内
に
お

い
て
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
そ
の
基
本
的
性
格
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
後
者
が
前
者
を
補
完
す
る
と

い
う
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
不
況
地
域
に
対
し
て
も
政
附

の
雇
用
政
策
は
、
保
険
給
付
を
一
般
的
に
低
位
に
押
え
、
一
都
の
雇
用

の
困
難
な
労
働
者
の
み
に
限
定
し
て
臨
時
的
・
緊
急
的
に
の
み
、
給
付

期
間
を
延
長
し
た
り
、
各
種
の
給
付
金
を
支
給
す
る
と
い
う
政
策
論
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
（
二
一
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

が
貫
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
現
行
保
険
制
度
の
も
と
で
は
、
退
職
前

の
賃
金
を
基
準
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
た
め
、
給
付
期
問
が
延
長
さ

れ
て
も
、
賃
金
水
準
の
低
い
中
小
企
業
離
職
者
は
き
わ
め
て
不
利
た
状

況
に
お
か
れ
ざ
る
を
え
な
く
、
雇
用
政
策
に
は
二
重
・
三
重
の
格
差
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

固
定
化
さ
れ
て
い
る
と
、
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
２
　
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
政
策
の
現
実
的
役
割

　
０
Ｄ
離
職
者
の
動
向

　
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
の
離
職
者
三
八
四
名
の
う
ち
、
市
内
居
住
者
は

三
〇
六
名
で
、
こ
の
う
ち
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
を
し
た
の
は
、
七

八
年
五
月
現
在
、
二
八
四
名
（
最
終
的
に
は
、
二
九
五
名
か
ら
二
九
七
名
へ
）

で
あ
る
。
以
下
の
分
析
対
象
は
市
内
居
住
者
の
な
か
で
公
共
職
業
安
定

所
に
登
録
し
た
離
職
者
に
限
定
さ
れ
る
。

　
大
企
業
労
働
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ

の
年
齢
構
成
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
た
め
、
離
職
者
の
手
当
目
額
と
給

付
期
間
は
最
高
級
に
属
し
て
い
る
。
基
本
手
当
の
給
付
期
問
は
、
職
安

に
求
職
を
受
理
さ
れ
た
二
八
四
名
の
う
ち
内
容
の
不
明
な
二
名
を
除
い

て
、
し
た
が
っ
て
二
八
二
名
の
う
ち
、
一
八
○
目
が
二
名
、
二
四
〇
目

が
ニ
ハ
九
名
、
三
〇
〇
目
が
三
名
で
、
こ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
九
〇
目
の
延

長
給
付
が
加
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
受
給
終
了
目
は
七
九
年
の
二
月
、

二
一
八
（
一

二
〇
六
）

）目
２
５月５年

７
８（況状理受職求者職離船造立目〕

２
０表〔
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６
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１

２

２
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１
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３
４
　
４

～
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４
５
一
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齢
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１
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１

歳

４
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２
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●
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２
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２

７
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Ｏ
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一

年
４
１

１

歳
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●
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■
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■
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●
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●

９
３
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計

項
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五
月
、
七
月
と
い
う
こ
と
に
た
る
。
ま
た
、
基
本
手
当
日
額
は
二
二
等

級
（
目
額
、
二
、
九
九
〇
円
）
か
ら
二
六
等
級
（
三
、
六
三
〇
円
）
が
七
名

で
、
残
り
は
三
二
等
級
（
四
、
七
六
〇
円
）
か
ら
三
六
等
級
（
五
、
四
六
〇

円
）
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
全
体
と
し
て
見
れ
ぱ
、
二
四
〇
目
か
ら
三



○
○
目
（
九
〇
日
の
延
長
給
付
）
の
給
付
期
問
を
持
ち
、
三
五

等
級
か
ら
三
六
等
級
の
基
本
手
当
目
額
の
支
給
を
受
げ
る
離

職
老
が
全
体
の
八
六
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。

　
離
職
老
の
希
望
職
種
と
賃
金
は
〔
表
２
３
〕
に
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
希
望
職
種
で
あ
る
が
、
運
転
職
二
名
、
警
備
．
守

衛
六
名
、
大
工
．

木
工
八
名
、
白
動

車
整
備
一
名
と
い

う
よ
う
に
、
他
の

職
種
へ
の
転
換
を

希
望
す
る
者
は
非

常
に
少
な
く
、
ほ

と
ん
ど
の
者
が
前

職
を
希
望
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
、

最
初
か
ら
職
業
訓

練
校
を
希
望
す
る

者
は
わ
ず
か
一
五

名
で
あ
っ
た
。
希

　
）

　
日

日
２
２
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お
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湯
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二
一
九
（
二
一
〇
七
）
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望
賃
金
に
関
し
て
言
え
ば
、
月
額
、
一
〇
万
円
以
下
を
希
望
す
る
者
は

比
較
的
高
齢
層
に
集
中
し
、
ほ
ぼ
一
五
万
前
後
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
性
格
と
傾
向
を
持
っ
離
職
者
の
動
向
で
あ
る

が
、
ま
ず
、
離
職
後
一
〇
ヶ
月
経
過
し
た
七
九
年
二
月
段
階
に
お
け
る

公
共
職
業
安
定
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
者
が
二
七

九
名
で
、
再
就
職
者
は
わ
ず
か
八
名
に
す
ぎ
な
い
。
七
九
年
四
月
か
ら

は
職
業
訓
練
校
が
開
校
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
同
じ
年
の
一
〇
月
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
訓
練
校
入
校
中
が
二
二
七
名
、
就
職
捉
進
手
当
受
給

中
が
五
四
名
、
再
就
職
者
が
八
四
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
な
り

強
引
に
推
量
す
る
な
ら
ぱ
、
八
○
劣
以
上
の
離
職
者
が
雇
用
保
険
の
受

給
を
完
了
し
、
そ
の
後
、
職
業
訓
練
校
へ
の
入
校
を
主
流
と
し
つ
つ
、

就
職
促
進
手
当
の
受
給
者
と
、
再
就
職
者
に
そ
の
動
向
が
分
解
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
職
業
訓
練
校
は
八
○
年
の
三
月
に
終
了
す
る
が
、

入
校
者
の
う
ち
二
二
名
が
入
校
中
に
、
さ
ら
に
、
三
〇
名
が
終
了
後
に

再
就
職
し
て
い
る
が
、
た
お
、
九
九
名
が
一
ケ
月
の
終
了
手
当
を
受
給

し
て
い
る
。
し
か
し
、
八
○
年
八
月
の
調
査
に
よ
る
と
、
再
就
職
者
は

二
六
〇
名
に
急
増
し
、
就
職
促
進
手
当
を
受
給
し
求
職
活
動
を
し
て
い

る
者
は
わ
ず
か
四
名
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
離
職
者
の
動
向
を
要
約
す
る
た
ら
ぱ
、
八
○
％
以
上
の
者
が
雇
用
保

　
　
　
　
構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

険
の
受
給
を
完
了
し
、

さ
ら
に
、
職
業
訓
練

校
に
入
校
す
る
か
、

就
職
促
進
手
当
を
受

給
し
、
し
た
が
っ
て
、

全
体
の
五
〇
％
以
上

の
老
が
二
年
間
に
わ

た
っ
て
援
護
措
置
を

受
け
、
八
○
年
四
月

以
降
急
速
に
再
就
職

し
た
と
い
う
こ
と
に

た
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

離
職
者
の
動
向
の
最

大
の
特
徴
は
、
そ
の

向動の者職離船造立目〕
２
４表〔

）
２

）

他

名

月

の

０
１

８

０
０
そ
０

４
３
気

年

６
２

３
病

７
９

２

０
８

営

白
（

死（

１

・

月
Ｏ

０

１

４
８

７
３

４
５

０
２

５
９

年

１

２

９
７

１

１

月２

９
７

８

１

Ｏ

７

５
９

年

２

２

９
７ｉ

Ｉ

１

辮
職
な
他

讐
一
一

計

の
ぽ
仇

況
よ

状
料

の
資

欝

伴
安

鰻買瓢穣
用
て

１
０
刊

９
年
に

♂
月

月
邦

２
０

年
８

９
　
　
　
，

７
り

〕
よ

所
』

出
）

料
４噴

失
業
期
問
の
長
期
性
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
離
職
者
の
再
就
職
先
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
体
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
　
〔
表
２
５
〕
は
職
業
訓
練
校
終
了
者
の

再
就
職
先
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
ほ
と
ん
ど
が
鉄
鋼
関
係
で
、

そ
の
多
く
は
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
の
場
外
下
請
企
業
で
あ
る
。
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
（
二
一
〇
九
）
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こ
の
な
か
に
は
協
和
工
業
や
舞
鶴
精
機
と
い
っ
た
場
内

下
請
企
業
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
目
立
造
船
労
働

組
合
が
実
施
し
た
八
○
年
六
月
の
調
査
に
よ
る
と
、
再

就
職
者
一
四
〇
人
の
う
ち
四
〇
名
は
目
立
造
船
関
係
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
、
て
、
聞
き
と
り
調
査
等

と
あ
わ
せ
て
考
え
る
た
ら
ぱ
、
離
職
者
の
か
た
り
の
都

分
が
目
立
造
船
の
下
請
企
業
に
吸
収
さ
れ
つ
つ
、
ほ
ぽ

全
国
的
な
傾
向
と
同
じ
よ
う
に
、
サ
ー
ピ
ス
や
建
設
業

に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
自
営
業
へ
の
転

換
は
侮
と
ん
ど
な
く
、
再
就
職
者
の
比
率
自
体
は
き
わ

め
て
高
い
が
、
そ
の
内
容
を
；
目
で
述
べ
る
た
ら
ぱ
、

不
安
定
雇
用
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
舞
鶴
市
に
お
げ
る
四
五
歳
以
上
の
労
働
者

の
中
途
採
用
の
賃
金
は
全
国
．
府
平
均
よ
り
も
お
し
な

べ
て
低
い
水
準
に
あ
る
（
〔
付
表
１
２
〕
を
参
照
）
。

　
の
　
雇
用
政
策
の
現
実
的
役
割

　
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
離
職
者
が
長
期
に
わ
た
っ
て

失
業
す
る
な
か
で
、
大
企
業
離
職
者
に
と
っ
て
は
、
雇

用
保
険
と
そ
の
延
長
給
付
が
失
業
中
の
生
活
保
障
と
し

二
二
二
（
二
二
〇
）

）先職就再の者職離船造立岬生了終校練訓業職
５
〕２表〔

先職就再種職終最

望
金

希
賃種職望希目科麟訓齢年

）
　
）
）

工
工
工

械機
鉄
鉄

（
（
（

係

）
　
）
）

工
上
工

鉄
仕
鉄

（
（
（

）
　
）
　
）

工
上
工

金板
仕
鉄

（
（
（

）
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
）
）
）
）

工
工
工
工
工
師
工
上
工

　
　
　
金
　
計
械

鉄
鉄
鉄
板
鉄
設
機
仕
鉄

（
　
　
（
（
　
　
（
　
　
（
（
（
（
（

　
　
　
　
　
係
係

鯛
〃
〃
丁
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
丁
〃
〃
〃
鵜
〃
〃

鉄
．

設
鉄

工
装
工

ん
　
　
ん

カ
　
　
　
カ

製
塗
製

エ
ソ
接
ソ
付
管
手
手
工
工
管

　
一
　
キ
　
転
転

　
レ
　
　
一
　
　
　
運

ん
・
ク
溶
一
マ
　
　
運
ソ

上
　
掛
　
　
　
ソ
一
　
曲

か
仕
気
玉
　
　
一
レ

　
・
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
ク

接
　
図
　
　
レ
井

製
溶
　
電
現
　
取
配
ク
天
鉄
鉄
配

員
計
盤
立
理

　
　
ル

　
　
一
組
修

型
　
ボ

　
　
．
上
具

　
　
械

鋳
設
機
仕
器

１
２

１
５

１
４

２
０

１
３

１
５

１
５

１
５

１
２

１
５

２
０

１
２

１
７

１
５

１
８

１
５

１
５

１
０

１
５

１
２

手
付

転
運
取

金板

手転運

接溶

工接溶

械
工
係
一
ん
接
接
ソ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
管

　
　
　
ザ
　
　
　
　
　
　
一

　
　
関
一
、
溶
溶
キ
　
フ

　
装
　
ド
カ
　
　
　
　
　
装
装

　
　
エ
レ
　
ス
気
一
　
イ

　
　
　
ノ

機
塗
鉄
ブ
製
ガ
電
マ
鉄
バ
塗
塗
鉄
鉄
配

工
計
業
上
工

　
　
　
仕

　
　
乍

　
　
ｆ
械

木
設
軽
機
鉄

科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
科
上
科
科
科

械
金
金
金
金
金
金
金
金
金
装
装
装
接
械
金
工
附
接
接
接

機
板
板
板
板
板
板
板
板
板
塗
塗
塗
溶
機
板
木
機
溶
溶
溶

５
９

５
５

５
０

４
７

５
２

５
３

４
９

４
６

５
０

５
７

４
７

５
０

５
５

５
１

５
３

５
５

５
７

５
９

５
４

５
９

○
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て
き
わ
め
て
大
き
た
役
割
を
果
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
課
題
は
離
職
者
の
動
向
を
各
雇
用
諸
施
策
の
展
開
と
か
か
わ
ら
せ

て
把
握
す
る
こ
と
に
１
よ
っ
て
、
各
雇
用
諸
施
策
の
現
実
的
役
割
を
確
定

す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
点
に
お
い
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
職
業
訓
練
校
に
非
常

に
多
く
の
離
職
者
が
殺
到
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
１
指
摘
し
た
よ
う

に
、
当
初
か
ら
職
業
訓
練
を
希
望
し
て
い
た
者
は
わ
ず
か
一
五
名
で
、

そ
の
多
く
は
臨
時
に
－
開
講
さ
れ
た
七
八
年
一
〇
月
に
入
校
し
て
い
る
。

た
お
、
こ
の
一
〇
月
生
の
中
心
は
、
年
齢
構
成
が
比
較
的
若
く
、
雇
用

保
険
給
付
期
間
の
短
か
か
っ
た
目
本
板
硝
子
の
離
職
者
で
あ
っ
た
。

　
目
立
造
船
の
離
職
者
が
職
業
訓
練
校
に
殺
到
し
た
の
は
雇
用
保
険
が

終
了
す
る
七
九
年
四
月
の
開
講
時
で
、
入
校
定
員
一
〇
八
名
に
１
対
し
応

募
は
一
八
六
名
に
も
達
し
た
。
こ
の
た
め
、
「
特
定
不
況
地
域
離
職
老

臨
時
措
置
法
」
に
も
と
づ
い
て
、
プ
レ
ハ
ブ
が
急
拠
建
て
ら
れ
、
特
例

措
置
と
し
て
二
二
四
名
の
入
校
が
許
可
さ
れ
た
。
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
職
業
訓
練
校
へ
の
入
校
は
職
種
転
換
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
に
、
よ
っ
て
入
校
期
間
中
、
保
険
給
付
が
さ
ら
に
延
長
さ
れ

る
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
、
訓
練
生
が
職
種
転
換
を
希
望
し
た
と
し
て

も
、
地
域
全
体
が
不
況
に
あ
え
ぐ
な
か
で
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、

び及果結考選校入生校入月４練司発開再力能
度
況

年
状

７
９
者

１
９
校

　
入

６
〕２表〔

訳怖捌齢年の者募応校灰別所業事

～
５
５

　
５
４

４
５
～

　
４
４

３
５
一

　
３
４

２
５
～

２
４

～
の

そ
他硝

板
子

立目

校
入
数格

合
数験

受
数募応員定名科練訓

１
０

○
リ
　
（
Ｏ

１
８

ｏ
０
　
７
‘

２

ｕ

６

１
６

１
３

７
　
　
つ
一
）

’
ｏ
　
　
　
　
４

１

１

１
↓
　
　
　
　
　
１
↓

４

１
↓
　
９
＾

１
↓
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ

５
　
　
４

１
↓
　
１
上

２
　
　
　
　
１

１

１
５

２
４

１
６

２
５

１
０

１
０

１
０

１
６

２
６

２
０

２
６

ｕ
１
３

７

１
５

１
６

２
６

２
０

２
６

１
２

１
３

８

１
５

３
６

６
５

３
０

８

１
４

１
３

５

３

４
１

６
６

３
２

１
６

１
４

５

１
０

２
０

１
０

２
０

１
０

１
３

１
０

１
５

械
金
工
装
上
接
備
備

機
　
　
　
　
　
整
整

　
　
　
　
　
　
　
車

一
　
　
　
　
　
動
機

第
板
木
塗
仕
溶
自
農

７
１

５
５１１６１６２１１４３１６３１７７１６８１８０１計合

８２１
２
　
４

６７１
２
　
７

１

区
部
津
他

地
綾
宮

　
，
　
　
の

鶴
山
叫

　
知

舞
福
峰
そ

地
区
別

○

料資供提校
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構
造
不
況
地
域
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お
け
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離
職
老
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
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二
二
三
（
二
二
一
）
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し
た
が
っ
て
、
職
業
訓
練
校
へ
の
入
校
も
事
実
上
の
延
長
給
付
と
Ｌ
て

の
機
能
を
果
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
職
業
訓
練
校
に

入
校
で
き
た
か
っ
た
離
職
者
は
職
業
促
進
手
当
を
受
給
し
た
が
、
そ
の

手
当
額
は
最
高
月
額
が
三
、
一
〇
〇
円
で
、
保
険
給
付
よ
り
も
か
た
り

低
い
水
準
に
お
か
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
雇
用
保
険
四
事
業
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
た
く
、
唯
一

利
用
さ
れ
た
の
は
中
高
年
雇
用
開
発
給
付
金
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
後
に
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
不
況
地
域
に
対
す
る
雇
用
政
策
の
も
う
一
っ
の
柱
は
、
公
共
事
業
の

重
点
的
実
施
と
、
こ
れ
へ
の
離
職
者
の
吸
収
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
況
地

域
に
お
い
て
朱
業
が
激
化
す
る
な
か
で
、
政
府
と
い
え
ど
も
あ
る
程
度

国
家
的
な
雇
用
の
創
出
を
は
か
ら
た
け
れ
ぱ
た
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
が
、
他
方
に
お
い
て
は
、
失
対
事
業
を
打
切
る
と
い
う
よ
う
に
、
政

府
は
き
わ
め
て
矛
盾
に
み
ち
た
対
応
に
終
始
し
た
。
１
し
か
も
、
離
職
者

の
吸
収
率
が
四
〇
劣
に
定
め
ら
れ
て
も
、
離
職
者
の
吸
収
は
極
端
に
低

く
、
造
船
離
職
者
の
吸
収
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
り
、
そ
れ
は
雇
用
政

策
の
破
綻
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
民
間
の
建
設
業
者

が
す
で
に
十
分
な
手
持
労
働
者
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
無

技
能
労
働
で
、
し
か
も
保
険
水
準
以
下
の
低
賃
金
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。　

し
た
が
っ
て
、
構
造

不
況
地
域
の
離
職
老
対

策
と
し
て
現
実
的
な
機

能
を
果
し
た
の
は
雇
用

保
険
の
延
長
給
付
と
、

事
実
上
の
延
長
給
付
た

る
職
業
訓
練
の
み
で
あ

っ
た
。
地
域
に
お
い
て

不
況
が
深
化
す
る
な
か

で
、
造
船
離
職
者
は
失

業
中
の
唯
一
の
生
活
保

障
と
し
て
保
険
給
付
に

し
が
み
っ
か
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
険
給
付
が

唯
一
の
離
職
者
対
策
で

あ
っ
た
た
め
、
給
付
期

問
が
終
了
し
、
さ
ら
に

況状介紹の老職離と行施業事共公間民度年
７
９

１
９

７
〕２表〔

二
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策

　
対

　
業

　
失

　
『

　
所

　
定

　
安

　
業

　
職

　
共

乱
公

譲

は
〕

）
所

　
出

（
料

注
噴



　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
え
不
安
定
雇
用

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
就
業
機
会
が
あ
れ

ぱ
再
就
職
し
た
ほ
う
が
ま
し
た
状
況
に
お

か
れ
る
こ
と
に
た
る
。

　
こ
の
よ
う
た
離
職
者
を
不
安
定
就
業
者

と
し
て
再
吸
収
す
る
う
え
で
、
前
述
の
中

高
年
雇
用
開
発
給
付
金
は
重
要
な
役
割
を

果
し
た
。
　
〔
表
２
８
〕
に
よ
れ
ば
、
離
職
者

の
再
就
職
が
活
発
化
し
た
八
○
年
の
四
月

か
ら
六
月
に
か
げ
て
そ
の
利
用
は
急
増
し
、

し
か
も
、
そ
の
利
用
主
体
は
中
小
企
業
ぱ

か
り
で
あ
る
。

他
方
、
一
般
に
地
場
賃
金
の
水
準
が
一

二
万
円
と
い
わ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、

造
船
の
景
気
が
一
定
回
復
す
る
と
と
も
に
。
、
大
企
業
の
離
職
者
と
い
え

ど
も
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
不
安
定
雇
用
者
と
し
て
造
船
関
連
下
請

企
業
や
サ
ー
ピ
ス
業
に
再
吸
収
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
職
業
訓
練

校
終
了
後
、
さ
ら
に
、
就
職
促
進
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
が
、
日
額
ば
最
吉
同
三
、
一
〇
〇
円
で
地
場
賃
金
よ
り
も
か
な
り
低
い

水
準
で
し
か
な
く
、

給
付
期
間
が
延
長
さ
れ
て
も
、
中
小
企
業
離
職
者
に
と
っ
て
は
給
付
水

準
は
低
く
、
雇
用
保
険
は
失
業
中
の
生
活
保
障
に
は
た
り
え
た
い
。
か

か
る
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
に
お
げ
る
日
雇
労
働
者
の
増
大
は
看

過
す
る
こ
と
が
で
き
た
い
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
小
企
業
離
職

老
の
最
後
の
拠
所
と
も
い
う
べ
き
失
対
事
業
の
廃
止
が
強
行
さ
れ
る
な

付給発開年高中るげお
況

に
状

市
用

鶴
利

舞
の

　
金

８
〕２表〔

業企小
／

中ちうの左

給
額
剛

金
げ

６２２３

０３３５

７５５８

支

員人

１
５

１
９

３
４

格
定

資
決

人
刎

２
１

４
３

計

給支
額
剛

金
げ

１５４８

０３３５

２８７８

員人

１
６

１
９

３
５

格
定

資
決

人
２
３

２
１

４
４

＼
中

高

計

７
８

３７２８１

８８７７２

１６０６４

３
７

５
５

７
２

２１１

００１

２１２

３７２８１

８８７７２

９５７６４

３
７

５
６

９
３

３１１

２０１

５１２

中
高
計

７
９

９３２４

８２８４

Ｏ０８４１

６４４６

３３０７１

７５２３３

６２６０３

０１０７１

３９０８３

１９１５２

７４２５２

３９７１４

３６５８５２

７

１
８

２
２

２
３

２
３

５
８

４
８

３
４

４

３
８

４
５

６
８

４２４

３
９

３
９

２
５

１
７

１
５

１
９

１
４

９

２
４

５

１
３

１
２

１３２

１２９４

１２８９

００８４１

６４４６

３５１７１

１４５３３

３４１１３

０１０７１

２８７８３

１９１５２

４９５５２

５１３２４

７２７６６２

８

１
８

２
２

２
３

２
４

５
９

４
９

３
４

４
１

３
８

４
６

６
９

１３４

４
０

４
３

２
５

１
７

１
５

１
９

１
４

２
８

５

１
４

１
３

２４２

４
　
　
Ｆ
ｏ

’
ｏ
　
　
７

８
　
　
９

１
０

ｕ
１
２

１
　
　
２

３

計

８
０

○

ぺ調所定安業職共公市鶴舞〕所出料資〔

構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
老
の
動
向
と
雇
用
間
題
（
湯
浅
）

二
二
五
（
一
二
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

か
で
、
彼
ら
の
一
部
は
旦
雇
労
働
市
場
に
転
落
せ
ざ
る
を
え

狂
い
こ
と
に
次
る
。
　
〔
表
２
９
〕
と
〔
表
３
０
〕
は
、
七
八
年
度

と
七
九
年
度
に
お
い
て
目
雇
労
働
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

舞
鶴
市
に
お
い
て
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
目
立
造

船
労
働
組
合
が
離
職
者
の
受
げ
皿
と
し
て
、
組
合
員
の
資
金

を
出
資
し
て
労
務
請
負
業
・
友
愛
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
し
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
冠
婚
葬
祭
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

労
務
を
提
供
す
る
企
業
で
あ
る
が
、
舞
鶴
市
の
よ
う
な
地
方

都
市
に
お
い
て
、
一
定
観
模
の
組
織
だ
っ
た
労
務
請
負
会
杜

の
設
立
は
、
旦
雇
労
働
市
場
の
競
争
を
激
化
さ
せ
、
そ
の
労

働
条
件
と
賃
金
を
お
し
下
げ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
以
上
で
示
さ
れ
た
、
大
企
業
離
職
者
の
不
安
定
労
働
市
場

へ
の
編
入
、
中
小
企
業
離
職
者
の
部
分
的
た
旦
雇
労
働
市
場

へ
の
転
落
、
目
雇
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
の
激
化
は
、
構

状付交帳手の老職求雇日間
移

民
推

　
況

９
〕２表〔

二
二
六
（
二
一
一
四
）

３
　
ｏ
ｏ

８
　
６
　
９
　
０
　
５

女
８
　
０
　
ｏ
Ｊ

８
　
７
‘
　
７
　
３

１

２

１

１

１

１

１

所

１

張

男
１
１
７
３
５
９
８
１
　
２
４
　
７
　
９
　
９
　
５

１

１

１

１

１

１

１

出

１
計

４
４
５
９
４
９
３
９
　
２
　
４
　
５
　
７
‘
　
６
　
ｏ
リ

２
，
１

３

３

３

３

３

２

女

７
　
６
　
９
　
８
　
５
２
　
７
　
９
　
７
　
３

２

２

１

２

３

所

１
男

１
↓
　
Ｆ
ｏ
　
ｏ
ｏ
　
７
　
（
ｏ
７
　
９
　
３
　
７
　
４

２
　
２
２
３
４

本

１
計

ｏ
ｏ
　
１
　
ｎ
６
　
５
　
１
・
一
９
　
７
３
　
５
　
８

４

５

４

６

７

穣
驚
驚
犠

ｏ
ｏ
　
４
　
・
ｂ
７
‘
　
７
‘
　
７
‘

＾
０
　
７
‘
　
８
　
ｏ
）
７
　
７
　
７
　
７

○

月９年
８
０』料資査監業事策対業失『所定安業職共公鶴舞〕所出料資〔

員人実給受金付給職求雇日老労就間民
ｏ
〕３表〔

女
４
４
３
９
０
６
１
０
１
・
一
　
１
・
一
　
１
↓
　
１
・
一

所
張
出

１
男

２
０
３
７
４
１
３
４
１
－
一
　
１
・
一
　
１
・
一
　
１
１
一

１
計

６
４
７
６
４
７
４
４
２
２
　
２
　
２

女
６
９
４
３
３
５
６
５
１
■
　
１
・
一
　
〇
〇
　
〇
〇

所
本

１
男

４
５
６
０
７
０
５
６
３
３
４
４

１
計

１
４
０
３
０
５
２
１
５
　
５
　
８
　
ｎ
ｏ

聾
嚇
年
年
年
年
７
７
７
８
７
９
８
０

年８
料資査事策対業失ｒ所定安業職芙公鶴所出料資〔

造
不
況
下
に
お
い
て
不
安
定
労
働
市
場
が
拡
大
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
が
、
最
後
に
、
こ
の
よ
う
た
諸
結
果
を
も
た
ら
し
た
政
府
の
雇

用
政
策
を
総
括
的
に
評
価
し
た
い
。

　
ゆ
小
括

　
特
定
の
労
働
者
に
限
定
し
た
保
険
給
付
の
延
長
や
就
職
促
進
手
当
の

支
給
は
一
九
五
九
年
に
■
制
定
さ
れ
た
「
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
に

よ
っ
て
そ
の
先
鞭
が
つ
げ
ら
れ
た
。
Ｌ
か
し
、
給
付
の
延
長
や
就
職
促

進
手
当
の
支
給
は
失
業
者
の
生
活
保
障
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
汰
く
、



失
業
者
と
他
産
業
・
他
地
域
へ
流
動
化
さ
せ
る
た
め
の
処
置
で
、
流
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

化
が
給
付
の
条
件
と
さ
れ
て
い
た
。

　
地
域
に
就
業
機
会
が
乏
し
く
、
ま
た
、
失
業
者
が
高
年
齢
層
に
、
集
中

し
、
し
た
が
っ
て
、
他
地
域
へ
の
移
動
が
困
難
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、

今
日
に
お
い
て
は
、
保
険
給
付
と
職
業
訓
練
を
含
め
た
延
長
給
付
が
、

従
来
の
位
置
づ
げ
と
は
異
な
っ
て
、
失
業
中
の
唯
一
の
生
活
保
障
と
し

て
機
能
し
た
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
政
府
の
雇
用
政
策
の
原
理
的

破
綻
は
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
根
本
的
に
重
要
た
点
は
、
か

か
る
政
策
運
営
に
よ
っ
て
の
み
地
域
に
お
げ
る
国
家
独
占
資
本
主
義
の

危
機
の
顕
在
化
が
回
避
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
お
い
て
提
起
し
た
よ
う
に
、
　
「
中
核
企
業
」
に
お
げ
る
合

理
化
と
人
員
削
減
は
地
域
全
体
に
不
況
を
拡
大
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
に
お
げ
る
反
失
業
運
動
の
客
観
的
基
盤
を
拡
大
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
す
た
わ
ち
、
　
「
中
核
企
業
」
の
人
員
削
減
は
地
域
経
済
の
危
機
を

連
鎖
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
企
業
離
職
老
の
雇
用
保
障
を

彼
ら
独
自
の
問
題
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
課
題
と
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
反
失
業
闘
争
が
地
域
住
民
に
支
え
ら
れ
て
発
展
す
る
潜
在
的
な
可

能
性
が
拡
大
す
る
。
し
か
し
、
政
府
の
雇
用
政
策
は
大
企
業
離
職
者
と

中
小
企
業
離
職
者
を
分
断
し
た
の
み
な
ら
ず
、
大
企
業
離
職
者
自
体
は

　
　
　
　
構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
老
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

二
年
問
に
わ
た
る
失
業
と
い
う
き
わ
め
て
き
び
し
い
条
件
に
お
か
れ
た

わ
げ
で
あ
る
が
、
彼
ら
を
い
わ
ぱ
「
特
権
者
」
と
し
て
地
域
住
民
か
ら

浮
き
あ
が
ら
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
解
雇
制
限
の
欠
如
、
低
い
地
場
賃
金

と
そ
れ
に
追
随
し
た
低
い
最
低
賃
金
制
、
杜
会
保
障
水
準
の
劣
悪
さ
と

い
う
条
件
の
な
か
で
は
、
月
額
一
五
万
円
の
給
付
を
受
げ
る
大
企
業
離

職
者
は
、
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
な
お
「
特
権
層
」
と
し
て
し
か
映

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
の
雇
用
政
策
は
離
職
者
を
不
安
定
雇
用

者
や
旦
雇
労
働
者
と
し
て
再
吸
収
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
不
安
定
労
働

市
場
を
拡
大
再
編
し
つ
つ
、
失
業
者
相
互
間
、
失
業
者
と
住
民
問
に
分

断
を
持
ち
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
失
業
運
動
１
１
地
域
に
お
げ
る
国
家

独
占
資
本
主
義
の
危
機
の
顕
在
化
を
未
然
に
防
止
す
る
役
割
を
果
し
た

と
い
う
の
が
、
本
稿
の
基
本
的
な
結
論
で
あ
る
。

　
（
１
）
保
険
ム
得
日
数
の
一
般
的
た
ひ
き
あ
げ
に
対
し
て
、
衆
院
杜
会
労
働

　
　
　
委
員
会
に
お
け
る
答
弁
に
お
い
て
、
政
府
委
員
の
細
野
氏
は
次
の
よ
う

　
　
　
た
理
由
か
ら
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
一
律
に
保
険
の
給
付
日
数
を
延
長
す
る
と
い
う
や
り
方
を
と
り
ま

　
　
　
し
た
場
合
、
佳
々
に
し
て
、
逆
に
失
業
者
の
滞
留
を
招
く
お
そ
れ
が
あ

　
　
　
る
と
い
う
心
配
が
あ
る
わ
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
趣
旨
か
ら
、

　
　
　
労
働
省
と
し
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
所
定
給
付
目
数
を
、
年
齢
と
か
そ

　
　
　
う
い
う
こ
と
と
関
係
な
し
に
、
一
律
に
延
長
す
る
こ
と
に
っ
き
ま
し
て

　
　
　
は
適
当
で
な
い
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
わ
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
（
二
二
五
）



（
２
）

立
命
館
経
済
学
（
第
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）

た
だ
、
今
回
の
延
長
措
置
に
っ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
来
御
説
明
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
急
激
に
雇
用
情
勢
が
悪
化
し
て
い
る
地

域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
一
方
に
お
き
ま
し
て
、
経
営
の
安
定
の
た

め
の
対
策
と
相
ま
ち
な
が
ら
行
な
わ
れ
る
い
わ
ぽ
臨
時
、
緊
急
の
措
置
、

こ
う
い
う
こ
と
で
行
狂
わ
れ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
対
象
者

に
っ
き
ま
し
て
も
、
四
〇
歳
以
上
り
再
就
職
が
困
難
な
方
々
に
隈
る
と

い
う
ふ
う
な
配
慮
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
。
第
八
五
回
国
会
『
衆
院

杜
会
労
働
委
員
会
議
事
録
第
２
号
』
七
八
年
一
〇
月
二
二
日
、
七
ぺ
ー

ジ
。

　
高
度
成
長
期
に
お
げ
る
労
働
力
流
動
化
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

さ
し
あ
た
り
、
湯
浅
良
雄
「
労
働
権
の
確
立
と
労
働
力
流
動
ヒ
政
策
」

（
向
井
、
池
上
、
成
瀬
編
『
現
代
福
祉
経
済
論
』
青
木
書
店
、
七
七
年

六
月
、
所
収
）
を
、
参
照
。

五
　
お
わ
り

に

　
造
船
需
要
の
激
し
い
低
下
に
対
し
て
、
国
家
財
政
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、

目
立
造
船
は
新
設
工
場
へ
の
新
造
船
の
集
中
、
陸
機
部
門
の
拡
大
と
徹

底
的
た
人
員
削
減
に
よ
っ
て
対
応
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
現

在
、
目
立
造
船
は
造
船
需
要
が
一
定
回
復
す
る
と
と
も
に
、
造
船
設
備

の
削
減
と
い
う
枠
内
で
は
あ
る
が
、
高
操
業
率
体
制
へ
移
行
し
て
い
る
。

　
徹
底
的
な
人
員
削
滅
を
実
施
し
て
き
た
目
立
造
船
は
こ
の
よ
う
恋
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
（
一
二
一
六
）

操
業
率
体
制
に
対
し
て
、
合
理
化
機
械
の
導
入
、
事
務
や
設
計
部
門
へ

の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
、
時
問
外
労
働
の
増
大
、
さ
ら
に
、
杜
外
工

の
回
復
に
よ
っ
て
対
応
し
、
削
減
さ
れ
た
一
万
七
千
人
体
制
の
堅
持
を

基
本
戦
略
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
杜
外
工
の
拡
大
に
対
し
て
は
、
経
験

菱
｛
女
窪
表
葦
）
手
更
叉
、
｛
ヒ
装
十
国
二
風
尖
入
夏
ん
〔
ハ
る
。

圭
ズ
Ｊ
１
童
ｒ
珂
一
一
イ
６
・
工
丁
呵
ｚ
呵
９
五
一
【
雇
…
一
口
一
匹
サ
寿
－
ｏ
，
１
’
－
　
　
鶉
－
　
、

　
「
中
核
企
業
」
に
お
げ
る
「
減
量
経
営
」
の
展
開
と
そ
の
継
続
の
結

果
は
、
市
の
就
業
構
造
に
反
映
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
〔
付
表
１
３
〕
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
七
〇
年
代
を
通
じ
て
、
就
業
構
造
に
占
め
る
製
造

業
従
事
者
の
数
は
相
対
的
に
も
、
絶
対
的
に
も
減
少
し
続
げ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
製
造
業
従
事
者
の
減
少
に
対
比
し
て
、
第
三
次
産
業
、
た

か
で
も
、
サ
ー
ピ
ス
業
従
事
者
の
増
大
は
め
ざ
ま
し
く
、
こ
れ
に
伴
い
、

婦
人
労
働
者
の
数
も
急
増
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ピ
ス
業
や
婦

人
労
働
者
の
増
大
は
、
地
域
に
お
げ
る
不
安
定
雇
用
層
の
比
重
を
拡
大

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
目
、
舞
鶴
市
の
労
働
市
場
の
指

標
を
表
面
的
に
見
る
か
ぎ
り
、
舞
鶴
市
の
地
域
経
済
は
最
悪
の
事
態
を

脱
し
、
ほ
ぽ
平
静
た
事
態
に
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
（
〔
付

表
１
４
〕
を
参
照
）
、
そ
の
内
実
は
不
安
定
雇
用
層
の
拡
大
で
あ
る
。

　
舞
鶴
市
は
こ
の
間
、
　
「
特
定
不
況
地
域
」
に
指
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、

「
定
住
圏
構
想
」
や
「
田
園
都
市
国
家
構
想
」
の
拠
点
都
市
に
も
指
定



さ
れ
て
き
た
。
目
立
造
船
舞
鶴
工
場
が
艦
艇
専
用
工
場
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
舞
鶴
港
の
軍
港
化
が
進
行
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ

と
併
行
し
て
、
定
住
圏
や
田
園
都
市
構
想
に
も
と
づ
い
て
新
し
い
地
域

開
発
政
策
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
地
方
に
人
口
を
定
住
さ

せ
る
た
め
に
－
は
、
そ
の
地
域
に
多
様
で
、
し
か
も
安
定
し
た
就
業
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
が
そ
の
前
提
条
件
と
な
り
、
そ
の
際
、
改
め
て
地
域

の
雇
用
問
題
が
焦
点
と
た
ら
ざ
る
を
え
た
い
。

　
地
理
的
条
件
と
そ
の
歴
史
的
な
た
ち
お
く
れ
か
ら
す
る
な
ら
ぱ
、
開

発
計
画
の
中
心
は
道
路
等
の
交
通
網
の
整
備
へ
向
か
わ
ざ
る
を
え
汰
い

側
面
を
も
っ
が
、
単
純
た
道
路
の
建
設
は
、
大
阪
圏
へ
の
従
属
を
深
化

し
、
か
え
っ
て
二
大
企
業
に
特
化
し
た
地
域
経
済
の
構
造
を
深
化
さ
せ

ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
た
る
。
本
稿
の
考
察
か
ら
す
る
た
ら
ば
、
就
業

権
保
障
や
最
賃
制
の
法
的
整
備
を
ま
ず
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
地
域

の
産
業
構
造
の
改
革
が
展
望
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
う
し
た
方
向
で
の
運
動
の
強
化
が
望
ま
れ
よ
う
。

構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

二
二
九
（
一

二
一
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

二
三
〇
（
一
二
一
八
）

てつよに」策対

観
しし新る肘

腹
輔
塒

榊
目

転
６
項

の

擬

業
ヒ

峰
劇
臓

〕
制
嚇

イ表付〔

休給無○易特１

扱取細詳容内項

々個し

鱗
を

４
）

（～

１
）

準
一
る

基
２
す

定
記
定

認
左
認

　
　
に

１

簑

　
　
と

　
ば
勤

　
間
欠

　
期
故

　
）
事

　
職
る

　
休
め

　
，
定
。

　
含
に
う

与
（
領
扱

　
暇
要
取

賞
休
給
て

　
　
支
し

２
一

　
全
昇
金

　
，
　
，
の
う

　
お
．
は
％
た

　
な
者
６
０
行

　
。
の
の
を

　
る
）
額
給

　
す
職
当
昇

　
施
休
割
例

　
実
，
準
特

　
り
含
基
に

　
お
（
別
度

給
ど
暇
ク
年

　
常
休
ソ
翌

昇
通
間
ラ
で

　
　
期
給
額

３
一

　
　
た
　
，

　
　
行
は

　
　
り
合
◎
。

　
。
限
鵬
蝸
れ

　
る
な
な
に
施

　
す
能
き
程
実

　
施
可
で
観
一

　
実
一
定
理
定

　
り
課
評
管
検

　
お
考
。
能
・

給
ど
事
う
職
文

　
常
人
　
　
　
論

昇
通
○
　
　
　
○

｛

４

　
休
た
得

　
の
　
。
取

　
他
い
の

　
，
な
暇

　
は
き
休

　
中
で
給

　
間
は
有

　
期
と
次

　
暇
こ
年

得
休
る
の

取
給
出
前
。

の
無
い
事
る

暇
別
願
，
め

休
特
を
し
認

　
　
暇
だ
は

５
一

　
　
」

し
　
　
要

扱
　
概

取
　
　
、

　
の
　
　
し

　
等
　
扱

　
　
　
取

い
金扱

貯
紗

取
預
　
　
　
会

の
　
・篇

仏
離
鵡
膓

６

概

穏
篇
雌
鵬
蝦
伽
驚
。
　
難
の
。
雛
■
艶

家
特
　
　
す
適
　
の
　
す
　
を
　
場
め
場
う
　
　
　
，
そ
　
の
　
　
は
己
に
事

え
覚
嫌
と
鵬
柵
欄
謡
：
離
欄
篇
款

外
一
　
　
に
に
　
て
。
嘆
　
の
　
準
杜
越
て
い
い
期
期
。
給
。
す
を
担
業

の
ヶ
　
　
号
合
　
い
合
必
　
日
　
に
会
を
し
な
な
暇
職
る
無
る
望
等
事
事

篶
。
篤
鵬
簑
雌
◎
締
鴬
馳
糺
戊
篶
幹
篇
堆

鰐
鴛
鴛
欝
鯛
驚
嚇
轍
以
篶
欝
雌
ル
鴬
盗
燃

儂
馳
縦
蓄
蟻
ぱ
讐
ズ
篇
順
ぱ
轍
紗
鳩
鞭
叩
）

現
援
休
本
で
。
は
　
Ｇ
　
Ｇ
　
は
本
。
の
は
Ｇ
に
　
　
は
　
　
特
に
，
る
長

　
応
給
　
　
合
る
　
　
　
　
　
　
　
　
間
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
え
す
部

す施実間の

粉
ら３月３年

５
３

る

的
　
　
　
　
者

象対

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ｚ

期与付暇休
問

３

中
問
い

期
扱

鰐

４
一

続
　
　
　
　
　
　
間

期施

手
　
　
　
　
　
　
実

Ｆ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
０



扱取細詳

の
六

で
個

域
，

地
し，

断

性
判

適
に

業
的

営
合，

総

る
め

す
認

と
を
　
員

人
各

－
懲

に
１
方

県
地

１
の
　
。

て
上
る

準
識
を
る
し
以
あ

基
知
等
す
と
人
も

定
品
力
定
則
２
と

認
製
業
認
原
，
こ

　
　
営
に
　
が
る

１

すとドメを問年５は問期定認
○る

　
し

　
扱

　
取

　
の。

等

い
金

扱
貯

取
預

の
　
，

　
概

　
し

　
扱

　
取

　
の

　
等

　
会

－
生

等
険
紙
厚
２

生
保
別
・
紙

厚
会
一
宅
別

利
杜
」
住
一

福
「
要
「
」

　
　
概
　
要

３
一

　
，
合

　
り
場

　
泌
呑

　
カ
す

輔
職
乱

　
に
退
す

　
で
に
用

　
ま
で
適

　
末
ま
を

用
月
末
度

適
５
月
制

外
年
６
本

例
５
３
年
，

　
　
５
３
は

４
一

度リ詰員絡連方地
１
１

容内項

る
も
４
０
。
・
る
当
情
先
務
注
約
あ
と
す
に
て
金
　
　
属
。
で

す
と
る
者
職
げ
担
の
係
事
受
契
が
こ
給
時
っ
礼
費
所
る
ま

簑
簑
晦
簑
湖
関
鱒
肺
魏
簑
支
簑
謝
警
ム
す
賊

烹
揖
島
儂
、
箏
Ｈ
辮
い
ぷ
舳
鮒
仇
乱
胴
養
離
麟
慕
ぶ

的
■

１

者象対
２
一

容内務業
３
一

問期約契
４
一

びよお
金

酬
礼

報
謝

５

費経要必
６

続手

７
一

問期施実

８
一

構
造
不
況
地
域
に
お
げ
る
離
職
者
の
動
向
と
雇
用
問
題
（
湯
浅
）

二
三
一
（
二
二
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

二
三
二
（
二
一
二
〇
）

扱取細詳

　
内
，
書
　
　
勤
　
　
め
　
　
期
額
給
　
　
　
　
◎
管
　
　
　
る
に
者
め
　
　
し
　
」

　
請
お
告
　
　
　
，
。
　
定
。
　
全
当
昇
　
　
　
う
能
　
　
　
拙
暇
る
認
　
　
扱
　
要

　
申
な
報
　
絵
う
に
う
お
割
倒
　
　
た
職
　
　
し
休
あ
を
　
取
概

　
，
。
修
　
　
能
い
　
領
扱
　
な
別
特
　
　
　
行
，
　
　
　
願
，
の
得
　
　
の
　
扱

　
ず
る
研
。
職
を
要
取
。
ク
に
　
◎
り
は
・
を
し
暇
取
　
等
取

器
簑
給
樹
警
箏
犠
　
慧
雛
。
朽
欄
篇
の
如
般
軸

　
は
認
了
と
　
本
定
　
与
な
　
給
給
翌
　
　
施
能
い
る
施
　
諸
。
有
暇
　
取
預
　
会

　
準
に
終
の
　
「
暫
　
賞
み
　
支
昇
で
　
　
実
可
な
よ
実
　
は
い
次
休
　
の
，
　
生

準
艦
鯖
肌
銚
給
虻
洲
驚
◎
洲
簑
簑
簑
牌
輪
篇
慌

基
認
り
職
す
金
賃
族
与
期
欠
給
ど
の
の
う
格
ど
考
定
観
検
暇
期
で
で
次
　
厚
会
ザ
宅
２

定
細
よ
休
出
　
準
家
　
職
故
　
常
職
％
な
　
常
事
評
理
文
　
職
は
ま
年
　
利
杜
上
住
紙

認
詳
に
修
提
賃
基
給
賞
休
事
昇
通
休
６
０
行
昇
通
人
　
　
論
休
休
と
る
，
。
福
「
要
「
別

　
　
容
研
を
務
る
間
の
を
｛
こ
入
は
る
概

１

２
一

３
　
　
　
４
一

５
・

６
一

７
一

度制職休修研期長のめたの発開カ能ＩＩＩ

容内項

，
る
り

て
す
か

し
供
が

対
提
足

に
を
の

員
会
大

職
機
拡

の
の
域

層
発
職

堅
開
の

中
再
後

，
力
今

層
能
に
。

年
い
も
る

若
広
と
す

　
幅
と
と

１
８
希
）

外
を
子

例
職
女

（
休
，

者
め
除

の
た
（

満
の
者

未
発
た

才
開
め

４
５
再
認

て
力
が

し
能
杜

と
）
会

則
で
，

原
ま
し

　
才
望

間
１
を

年
り
間

１
よ
期

て
に
る

し
容
え

と
内
こ

則
修
を

原
研
年
。
）

は
し
１
る

間
だ
は
あ

期
た
い
が

職
（
る
と

休
。
あ
こ

修
る
満
る

研
す
未
め

　
と
年
認

給支を劣
６
０の金賃準基金

　
２
◎
職
。

　
の
る
休
る

　
そ
す
般
す

　
は
算
一
と

。
間
通
て
様

い
期
に
し
同

た
職
数
と
と

し
休
年
則
い

給
一
続
原
扱

支
数
勤
・
取

　
年
を
他
の

与
続
１
の
合

賃
る
賞
勤
の
そ
場

　
す
　
　
分
　
の

！
　
　
　
２
　
３
　
　
　
４

，
属

容
所
◎

内
　
　
る
）

修
九
す
長
　
長

研
う
請
部
長
所

　
の
耗
事
杜
業

ふ
己
こ
人
支
事

謝
嬬
熱
二
一

る
を
当
杜
杜
所

す
等
担
本
支
業

望
間
事
一
凪
事

希
期
人
者
東
他

を
　
由
裁

職
先
経
ビ

休
修
長

　
研
上

す施実間の分当らか日３月３年
５
３
◎

　
る

的Ｌ

者象対２

問期暇休３

中
問
し

期
扱

職
取

休
の

４

続手５

問期施実

６
一



度缶助援

圓
守

５
４
１

取許免
●

格資のめたの者隻希職転ＶＩ

と

，
は
の

る
実

勤
◎
　
う

領
扱

，

給
額

ｏ

理

る

す
の

，
ム
ロ
、
系
し

要
取

し
昇
金
◎

う
管

め

て
も

と
料

給
て

だ

，

の
う

な
能

認
な

い
る

要
講

能
を

支
Ｌ

た
は
％
な

行
職

よ
め

扱

っ
れ

必
受

職
」

与
な

者
６
０
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賞
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を
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免
験

給
定
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。
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検
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給
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・
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搬
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叱
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潔
熱
擦
彩
嚢
鴛
一
烹
箏
糾
鰐
格
一
一
蒸
三
哩
壮
一
た
一
一
粛
黛
グ

的

者

容

、
し

続

間

目

象

内

扱

期

助

施

項

目

対

援

取

手

実

２
一

３

４
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。
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給
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金
賃
家
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賃
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給

　
　
務
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め

　
定
。

　
に
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給
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期
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賞
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事
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３
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概
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叢
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概
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問
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５
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５
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５
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３
　
　
　
４
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．
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５
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３
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５
３
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６
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３
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５
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５
５
６
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５
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６
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５
３
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３
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瓢
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独
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０
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５
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３
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Ｏ
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９
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◎
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Ｈ
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Ｏ
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